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ゆ
£
布
。
ル

宋

税

止
巾

度

補

代

商
iま

じ ‘

め

第
十
八
巻
第
四
暁
昭
和
三
十
五
年
三
月
護
行

説

梅

原

郁

宋
代
に
至
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
注
目
す
べ
き
現
象
と
し
て
、
商
業
の
飛
躍
的
な
麓
展
と
い
う
こ
と
が
従
来
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る。

こ
の

現
象
の

一
端
を
具
鎧
的
に
表
明
し
て
い
る
の
が
此
の
時
代
に
入
っ
て
恒
常
的
・
全
園
的
に
制
定
さ
れ
た
商
税
制
度
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
宋
の
商

税
制
度
に
つ
い
て
は
故
加
藤
繁
博
士
が
「
宋
代
商
税
考
」

(
支
那
経
済
史
考
霞
下
所
収
)
の
う
ち
で
概
論
を
な
さ
れ
て
い
る
が
、
博
士
自
身
も
、
末

尾
で
、
そ
れ
が
大
綱
に
す
ぎ
ず
、
他
日
稿
を
改
め
る
由
を
記
し
て
お
ら
れ
た
よ
う
に
、

必
ず
し
も
完
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
宋
代
の

商
業
、
さ
ら
に
進
ん
で
嘗
時
の
政
治

・
吐
舎
の
あ
り
方
を
つ
か
む
た
め
に
は
、

ζ

の
時
代
に
な
っ
て
確
立
し
た
商
税
制
に
劃
す
る
正
し
い
把
握

て
み
た
い
。
な
お
引
用
史
料
中
「
長
編
」
は
績
資
治
通
鑑
長
編
、

が
要
求
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
若
干
蒐
集
し
た
資
料
を
も
と
に
し
て
甚
だ
不
備
で
は
あ
る
が
、
故
博
士
の
蔑
さ
れ
た
問
題
に
さ
ぐ
り
を
入
れ

「
曾
要
」
は
徐
松
本
宋
舎
要
輯
稿
、
「
候
法
事
類
」
は
慶
元
係
法
事
類
、
「
遁
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考
L

は
文
獄
、
遜
考
の
そ
れ
ぞ
れ
省
略
で
あ
る
。
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商
税
徴
収
機
関
に
つ
い
て

商
税
徴
収
機
関
は
税
務
・
税
場
|
|
略
し
て
場
務
ー
ー
な
ど
と
稀
さ
れ
、
宋
史
や
文
献
通
考
で
は
次
の
よ
う
に
概
説
し
て
い
る
。

商
税
。
九
州
豚
皆
置
務
。
開
銀
亦
或
有
之
。
大
則
専
置
官
監
臨
。

小
則
令
佐
粂
領
。

諸
州
仇
令
都
監
監
押
同
掌
(
宋
史
巻
百
八
十
六。

通
考
巻

十
四
。
征
商
)。

場
務
に
つ
い
て
は
、
加
藤
氏
も
若
干
ふ
れ
ら
れ
、

(
朱
代
の
税
務
に
つ
い
て
。
史
皐
研
究
四
十
三
)
。

大
崎
富
士
夫
氏
も
考
察
を
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
今
少
し
具
健
的
に
補
足
し
て
お
き
た
い

州
豚
城
に
は
必
ず
と
い
っ
て
も
良
い
位
場
務
が
設
け
ら
れ
、
特
に
府
州
城
の
税
務
は
都
税
務
と
呼

稽
さ
れ
た
(
関
書

市
銀
な
ど
に
も
税
場
は
置
か
れ
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
賑
以
上
の
都
市
は
お
お
む
ね
城
壁
を
め
ぐ
ら
し
て

い
た
か
ら
、
場
務
の
出
張
所
が
城
門
に
お
か
れ
、
低
額
な
税
は
こ
こ
で
徴
収
し
、
高
額
の
場
合
に
は
域
内
の
税
務
に
赴
か
し
め
た
。
尤
も
こ
の

具
鰻
例
は
府
州
し
か
あ
げ
ら
れ
ぬ
が
、
城
郭
の
あ
る
都
市
な
ら
ば
大
健
同
じ
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

巻
三
十
九
)
。

諸
州
城
門
守
把
兵
級
。
同
税
務
公
人
。
検
察
商
税
。
臆
税
物
入
門
。
批
引
赴
務
。
仰
注
時
辰
及
次
第
。
其
引
毎
月
約
数
。
赴
州
印
格
給
(
係

- 2 ー

法
事
類
巻
三
十
六)。

大
中
群
符
三
年
五
月
。
詔
。
:
:
:
・
:
若
一
千
己
下
。
竹
木
席
箔
麗
物
。
只
委
監
新
城
門
使
臣
。
貼
検
。
就
門
収
税
。

一
千
己
上
。
依
奮
。
子

商
税
院
納
銭
:
:
:
・
:
(
禽
要
職
官
二
十
七
)
。

ま
た
交
通
路
が
直
接
州
鯨
城
を
遁
ら
な
い
場
合
|
|
特
に
水
路
が
州
鯨
城
の
側
を
遁
る
場
合
な
ど
|
|
は
法
律
的
に
税
務
か
ら
五
里
以
内
に
徴

税
所
を
設
け
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
て
い
た

(
合
要
食
貨
十
八。

淳
照
四
年
十
二
月
。
練
法
事
類
巻
三
十
六
)。

」
う
し
た
税
場
は
税
亭
・
税
舗
な
ど
と

呼
ば
れ
、
南
宋
に
入
る
と
各
地
に
私
置
さ
れ
て
大
き
な
弊
害
を
招
く
よ
う
に
な
る
が
、
税
場
の
弊
は
大
崎
氏
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
こ
れ
以

上
は
ふ
れ
な
い
。
こ
の
ほ
か
一
般
人
民
に
請
負
わ
せ
る
税
場
も
存
在
し
た
。
こ
れ
も
南
宋
に
至
っ
て
濫
置
が
め
だ
ち
、

豪
民
に
よ
っ
て
買
撲
さ

れ
る
と
各
種
弊
害
を
起
し
て
い
る
。
原
則
と
し
て
買
撲
税
場
は



諸
承
買
税
場
。
正
依
租
額
。
収
土
産
市
税
(
篠
法
事
類
巻
三
十
六
)
。

と
い
う
権
限
し
か
興
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
，
次
第
に
通
行
商
人
か
ら
も
、
遇
税
を
収
奪
す
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
。
こ
れ

以
外
に
南
宋
で
は
軍
隊
な
ど
が
勝
手
に
園
な
ど
と
呼
ぶ
徴
税
所
を
設
置
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

一
時
四
年
二
月
七
日
。
監
察
御
史
奮
雷
同
一
吉
田
。
泊
海
諸
慮
。
屯
駐
水
軍
。
多
国
土
地
所
産
。
靴
置
寧
園
。
遇
有
民
雄
持
到
物
貨
。
難
己
鰹
商
税
。

未
許
貨
買
。
必
赴
園
。
上
暦
給
牌
。
解
牙
息
:
:
:
・
:
(
合
要
刑
法
二
)
。

税
務
で
は
商
税
則
例
を
掲
示
し
て
人
民
に
知
ら
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
商
税
を
徴
収
し
、
更
に
物
債
愛
動
に
注
意
を
排
い
、
牟
年
に
一
度
は
市

債
調
査
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
(
係
法
事
類
巻
三
十
六
)
。
ま
た
綱
運
船
通
航
地
分
の
税
務
で
は
、
単
に
薦
税
徴
収
の
ほ
か
、

ス

ベ

カ

ラ

ク

ダ

グ

チ

ユ

蹴
八
年
三
月
十
三
日
。
:
:
:
:
綱
運
経
過
場
務
。
須
管
晶
画
日
検
喝
。
郎
催
超
離
岸
。
場
務
官
伺
於
行
程
一
暦
内
。
批
読
某
綱
於
某
日
到
岸
。
某

日
某
時
一起
襲
。
以
懇
駈
磨
。
故
作
留
滞
。
場
務
主
吏
。
従
徒
二
年
。
断
斥
。
監
官
取
旨
:
:
:
:
・
(
曾
要
食
貨
四
十
四
)
。

と
い
っ
た
仕
事
が
あ
っ
た
し
、
時
代
に
よ
っ
て
繁
る
が
、
通
過
盟
茶
の
調
査
や
、
こ
れ
ら
の
通
商
地
分
に
あ
っ
て
は
長
引
(
商
税
一
括
納
入
設
)

に
通
行
認
可
印
を
押
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

・:
:
:
:
商
税
。
自
場
(
茶
場
)
給
長
引
。
治
道
登
時
批
裂
。
至
所
指
地
。
然
後
計
税
壷
験
(
朱
史
食
貨
士
山
各
百
八
十
四
)
。
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か
か
る
際
に
例
え
ば
膏
吏
に
劃
す
る
賄
賂
の
問
題
な
ど
で
税
務
に
於
け
る
留
滞
が
惹
起
さ
れ
や
す
く
、
す
で
に
北
宋
牢
ば
か
ら
こ
れ
を
戒
め
る

勅
令
が
出
て
い
る
が
、
南
宋
で
は
収
拾
す
べ
か
ら
ざ
る
賦
態
に
至
っ
て
い
た
こ
と
は
宋
舎
要
が
詳
し
く
語
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
宋
の
商
税
は
後
述
の
例
外
を
除
き
、
す
べ
て
現
銭
で
支
携
わ
れ
る
べ
き
で
、
若
し
現
銭
を
持
た
ぬ
場
合
は
次
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い

た。
諸
税
銭
未
納
。
聴
以
物
充
首
。
別
注
磨
収
。
経

一
年
。
不
頼
者
波
官
。
其
物
准
銭
不
足
。
干
繋
人
修
債
(
候
法
事
類
各
三
十
六
)
。

税
場
で
は
現
物
を
徴
収
す
る
こ
と
が
原
則
と
し
て
違
法
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
場
務
の
弊
害
を
列
奉
し
た
中
に
、
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所
収
商
税
。
専
責
見
銭
ゅ
縁
督
逼
緊
急
。
商
雄
無
所
従
得
。
苛
留
日
久
。
即
以
物
貨
。
抵
賞
債
準
折
。
或
一
冗
直
十
文
。
止
折
作
三
南
文
之
類
冶
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謂
之
折
納
(
係
法
事
類
各
三
十
六
。
大
崎
氏
は
曾
要
食
貨
十
八
の
略
々
同
文
を
ひ
か
れ
て
い
る
が
、
最
後
の
折
納
を
禽
要
の
ま
ま
所
納
と
し
て
お
ら
れ
る
。
こ

れ
は
明
ら
か
に
折
納
の
誤
り
で
あ
ろ
う
)
。

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
よ
う
。

税
務
管
理
の
官
は

η
監
常
国
官
μ

H
監
臨
物
務
官
μ
な
ど
と
線
稿
さ
れ
る
経
済
乃
至
財
計
事
務
専
門
の
官
の
範
噂
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

η
監

首
官
μ

は
直
接
人
民
を
支
配
し
、
教
化
善
導
す
る
牧
民
の
官
|
|
H
親
民
官
μ
す
な
わ
ち
知
州
・
知
鯨
な
ど

1
lと
封
稿
的
位
置
に
あ
り
、
儒

家
の
惇
統
的
思
想
か
ら
み
れ
ば
む
し
ろ
卑
し
む
べ
き
地
位
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

商
税
之
任
。
今
付
之
初
官
小
使
臣
或
流
外
校
尉
副
尉
。
州
郡
勝
令
。
亦
都
賎
之
(
燕
繁
始
謀
品
開
巻
五)。

と
あ
る
こ
と
や
、

親
民
官
が
責
罰
さ
れ
た
場
合
多
く
監
賞
官
に
庇
さ
.
れ
る

(
例
え
ば
長
編
拾
補
巻
二
十
一
二
。
崇
寧
三
年
四
月
甲
辰
)

こ
と
な
ど
か
ら

も
そ
れ
が
知
ら
れ
よ
う
。

文
献
遁
考
は
事
組
開
基
の
歳
に
商
税
則
例
を
定
め
た
と
い
っ
て
い
る
が
、
太
租
・
太
宗
の
初
期
に
は
税
務
の
官
制
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
ろ

- 4ー

ぅ
。
中
央
集
権
制
の
整
備
と
と
も
に
、
節
度
使
の
支
柱
で
あ
っ
た
鎮
持
の
権
限
は
削
減
さ
れ
、
皇
帝
直
属
の
知
州
・
知
鯨
の
手
に
政
治
の
質
権

が
う
つ
さ
れ
て
行
く
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、

五
代
、
銀
特
や
街
度
使
の
親
吏
が
管
理
し
て
い
た
税
務
も
、
，
次
第
に
中
央
政
府
の
組
織
に
く
み
い
れ

ら
れ
て
行
っ
た
。

薙
照
三
年
。
始
著
於
令
。
監
首
使
臣
・
京
・
朝
官
。
並
三
年
替
。
伺
委
知
州
通
判
。
提
翠
之
。
途
信
用
定
員
(
通
考
巻
十
四
。
征
商
)
。

の

一
文
は
太
宗
治
世
の
中
期
、
税
務
官
制
の
大
綱
が
定
ま
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
税
務
監
官
は
使
臣
|

|
内
殿
承
制
よ
り
三
班
借
職
ま

で
の
下
級
武
官
の
呼
稿
(
逝
考
巻
六
十
四
。
職
官
十
八

)11や
選
人
が
充
て
ら
れ
る
場
合
が
普
通
で
あ
っ
た
が
、
大
き
な
税
務
や
重
要
な
税
務
に

は
親
民
官
資
序
の
京
官

・
朝
官
が
差
遣
さ
れ
て
い
た
。

景
徳
二
年
。
詔
。
諸
路
商
税
。
年
額
及
三
蔦
貫
以
上
司
審
官
院
選
親
民
官
。
臨
地
(
泡
考
宅
十
四
。
征
商
)
。

一
税
務
の
監
官
の
額
は
、
特
別
大
き
な
都
市
を
除
け
ば
遁
例
一
人
か
ら
三
人
で
あ
り
、
そ
の
数
は
税
額
の
多
寡
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
た
。



脚
十
七
年
正
月
二
十
五
日
。
j
i
-
-
文
税
務
監
官
。
自
有
奮
額
。
添
差
官
輿
正
官
。
通
不
得
遁
三
人
(
曾
要
食
品
貝
十
七
)
。

小
さ
な
税
場
で
は
、
専
任
監
嘗
官
を
置
か
ず
膏
吏
の
監
督
に
任
せ
(
舎
要
食
貨
十
七
。
宣
和
六
年
八
月
二
十
五
日
)
、
こ
う
し
た
時
に
は
監
官
が
一
人

で
二
三
ケ
所
を
統
轄
し
た
り
(
賓
慶
四
明
士
山
)
、

食
貨
志
の
い
う
よ
う
に
知
鯨
が
管
理
し
た
り
し
て
い
た
(
曾
要
食
貨
十
八
。
嘉
定
十
三
年
九
月
十
七

日
)
。
南
宋
に
入
る
と
税
務
の
収
奪
が
激
化
し
、
州
軍
は
寄
居
官
、
待
闘
官
な
ど
を
税
務
に
差
し
騒
動
を
起
す
こ
と
も
度
々
で
あ
っ
た

(
係
法
事

類
巻
三
十
六
)
。

税
務
の
賓
際
上
の
仕
事
に
携
っ
て
い
る
も
の
は
勿
論
膏
更
で
あ
っ
た
。
税
務
の
膏
吏
に
は
差
役
の
人
民
を
使
う
こ
と
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ

が
、
殆
ん
ど
は
専
門
化
し
た
所
調
町
公
人
μ
|
|
庶
民
在
官
の
も
の
ー
ー
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

税
務
の
脅
吏
の
主
た
る
も
の
は

専

欄
“
あ
る
い
は

H
欄
頭
打
川
と
呼
ば
れ
、
呼
名
は
異
に
し
て
い
る
が
、
賓
質
は
同
じ
も
の
で
あ
ろ
う
。
後
に
あ
げ
る
慶
元
係
法
事
類
に
は
専
知
・

撰
司
・
欄
頭
と
い
う
列
記
が
あ
り
、
或
は
専
知
官
と
欄
頭
を
ち
ぢ
め
た
言
葉
が

η
専
欄
μ
か
と
も
思
わ
れ
る
。
宋
代
で
は
官
と
名
が
つ
い
て
い

rt
も
、
時
と
し
て
膏
吏
を
指
す
場
合
が
あ
り
、
専
知
官
も
菅
吏
の
上
役
で
あ
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
専
欄
何
名
と
具
種
的
数
字
を
あ
げ
た
例

-5-

が
殆
ん
ど
み
ら
れ
な
い
か
ら
、
税
場
の
客
円
吏
の
呼
び
名
と
し
て
は
専
欄
は
欄
頭
よ
り
は
ば
ひ
ろ
い
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
淳

照
三
山
志
・
嘉
定
赤
城
志
は
各
々
役
法
の
項
で
同
一
原
本
か
ら
轄
載
し
た
と
思
わ
れ
る
次
の
よ
う
な
記
事
を
ひ
い
て
い
る
。

欄
頭
。
至
道
二
年
。
諸
路
欄
頭
。
委
轄
運
使
副
。
棟
選
充
填
。

ユ

ル

ス

ヤ

ト

イ

ゼ

Z

〔
照
寧
行
募
法
。
元
豊
聴
投
名
。
不
支
顧
銭
J
i
-
-
:
:
元
豊
以
来
不
給
雇
直
。
紹
聖
四
年
。

成
卒
三
年
。

始
招
客
戸
。

群
符
六
年
。

陳+寓
泊
客
奏
請
於
第
五
等
税
戸
差
。

充
補
如
棟
子
法
(
同
じ
三
山
志
の
棟
子
の
僚
に
は
如

斗
子
法
と
あ
り
、
斗
子
に
よ
れ
ば

η
紹
翠
四
年
。
召
保
産
五
十
千
以
上
充
。

u
と
あ
る
)
・

j
i
-
-
三
年
篤
界
(
淳
照
三
山
志
巻
十
一
ニ
。

〔

〕は
赤
城
志
)
。

欄
頭
の
教
に
は
定
額
が
あ
り
、
税
務
の
大
小
に
よ
っ
て
差
等
が
あ
っ
た
。
州
城
の
よ
う
な
大
き
な
場
所
で
は
数
十
人
の
欄
頭
が
い
た
が
、
牒
-

鎮
の
税
務
で
は
そ
の
繁
簡
に
よ
っ
て
二

J
四
・
五
人
が
普
通
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
赤
城
志
・
三
山
志
を
利
用
し
て
参
考
ま
で
に
台
州
・
一
幅

州
の
欄
頭
数
を
次
頁
に
表
示
し
て
お
こ
う
。
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膏
吏
に
俸
給
を
支
梯
う
こ
と
は
王
安
石
の
政
策
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、

税
務
の
欄
頭
も
嘗
然
新
政
策

η
倉
法
H

の
封
象
と
な
っ
た
(
宮
崎
市
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定
氏
。
王
安
石
の
吏
土
合
一
策
。

ア
ジ
ア
史
研
究
第

二
。

』政

1字 紹 7c 照
年
代

照 翠 祐 寧
幣、

1瑛
名
市局

27 37 城州

i享 4 6 6 6 江漣

5 5 6 5 渓長
照

4 4 祭長4 4 

5 5 5 5 清 稲

1 1 1 1 回古
山
3 2 2 3 福永

'*' 
4 5 5 6 情閤 リ~i，1:.、

4 7 7 6 徳寧

4 4 4 4 源羅

頭欄〔第一表〕

様
定嘉|盟元 |

4ロ4、

嘉ー 12 14 城州

定 7 5 巌賀
す手 1 14 台天
城
4 4 居 仙

志 州
2 8 海寧

公 銭鄭
共額侠
倫騎 奏
専繭折議
欄 。 。 政

取: 皆後
銭:是云

官
依途員建
倉 立欝 言
法保税者
。約遇
。多 以
専。。 諸
欄。而。 門
諸皆。吏。 及
慮有。人υ 本
申食。受o務
約銭。財。税

銭。以官
六。潟税
文。定 一
。例百
以。。
給。毎。専
幕。納。欄
欄。税。等
等。銭。合
食。-0得
銭。百。事
。 文。例
。 銭

別。十
取。文
言客0
~ 人。官
巻事。中
十例。逮

四。

征
商
)
。

- 6ー

こ
れ
で
み
る
と
、
商
税
徴
収
に
際
し
て
割
増
金

(頭

子
銭
)
を
納
入
さ
せ
、
事
例
銭
(
市
例
銭

・
市
利
銭
)

と
呼
び
、
そ
れ
に
よ
っ
て
税
務
管
吏
の
俸
給
を
ま
か
な
っ
た
事
が
知
ら
れ
る
。
此
の
政
策
が
ど
の
程
度
ま
で
全
園
的
に
賞
施
さ
れ
た
か
は
疑
問

で
、
先
に
ひ
い
た
三
山
志
は
元
盟
以
後
欄
頭
に
雇一
直
を
給
し
な
い
と
し
て
い
る
。
し
か
し
少
く
も
北
宋
の
問
、
北
方
で
は
欄
頭
に
俸
料
を
支
給

す
る
こ
と
が
績
い
て
い
た
事
は
次
の
史
料
で
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
税
務
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
車
に
現
銭
を
徴
収
す
る
丈
で
な
く
、
茶
・
盟

商
な
ど
の
所
持
す
る
引
に
批
印
を
し
て
、
通
、
過
さ
せ
て
や
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
時
の
事
と
し
て
、

糊
四
年
十
月
七
日
。
准
南
路
提
出
場
盟
香
茶
禁
事
司
獄
。
・
・
:
:
己
降
朝
旨
。
諸
路
雲
市
客
。
合
経
過
州
豚
税
務
欄
頭
。
及
行
遺
茶
事
手
分
貼

司
。
即
未
有
立
定
重
融
請
給
則
例
。
本
司
今
依
陸
将
州
豚
鎮
税
務
。
腰
係
茶
客
経
過
去
慮
。
欲
乞
毎
月
各
輪
差
欄
頭
二
名
、
嘗
務
専
管
験
封

引
収
税
。
量
事
務
繁
簡
。
分
三
等
重
職
銭
。
州
軍
在
城
税
務
。
毎
月
欄
頭
二
名
。
今
立
溝
上
等
。
各
支
銭
五
貫
文
。
牒
税
務
毎
月
欄
頭
二
名。

今
立
掲
中
等
。
各
支
四
貫
文
。
鎮
税
務
毎
月
欄
頭
二
名
。
今
立
魚
下
位
一
寸
。
各
支
銭
三
貫
文
・
:
:
:
:
(
合
要
食
貨
三
十
二
)
。



と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
か
ら
、
税
務
に
於
て
、
一
般
商
貨
よ
り
商
税
を
徴
す
る
欄
頭
も
、
同
じ
よ
う
に
繁
簡
に
よ
っ
て
差
額
を
つ
け
て
俸

料
を
支
給
さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
南
宋
に
入
る
と
税
務
の
弊
害
が
著
し
く
な
る
が
、
そ
の
時
悪
事
を
働
き
商
人
を
苦
し
め
る
中
心
と
な
っ

た
の
が
欄
頭
で
あ
っ
た
。
特
に
揚
子
江
沿
岸
の
税
務
で
は
そ
の
靖
置
が
め
だ
っ
て
来
る

時
十
九
年
十
一
月
十
四
日
。
南
郊
赦
。
所
在
税
務
。
各
有
立
定
吏
額
。
比
年
以
来
。
州
鯨
税
務
。
率
多
違
法
。
額
外
増
置
公
吏
欄
頭
。
逝
阻

客
人
。
致
商
賀
不
行
。
百
物
踊
貴
。
細
民
柏
駅
食
(
曾
要
食
貨
十
七
)
。

更
に
進
む
と

税
務
違
法
。
多
於
額
外
増
置
欄
頭
。
毎
一
欄
頭
名
下
。
各
置
家
人
五
七
人
。
至
於
一
務
却
有
一
二
百
人
。
及
巧
作
名
色
。
容
留
私
名
貼
司
在

務
。
更
不
計
数
。
皆
是
草
食
客
旗
(
係
法
事
類
舎
三
十
六
)
。

と
い
う
事
態
に
た
ち
至
る
。
こ
う
し
た
事
情
は
客
抵
の
同
行
す
る
家
属
の
所
持
ロ
聞
を
し
ら
べ
る
女
欄
頭
ま
で
存
在
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
は
っ

-7-

き
り
と
窺
え
る
(
僚
法
事
類
巻
三
十
六
。
禽
要
食
貨
十
八
。
淳
照
五
年
四
月
)
。

そ
こ
で
政
府
で
も

淳
照
十
一
年
六
月
二
十
一
日
。
勅
。
泊
江
税
務
。
毎
慮
止
留
専
知
揖
司
各
一
名
。
欄
頭
四
名
。
監
官
毎
員
。
破
府
軍
六
名
。
其
外
不
許
存
留

(
脇
陣
法
事
類
巻
三
十
六
)
。

と
針
策
を
た
て
て
い
る
が
、
嘗
時
の
南
宋
の
一
般
的
朕
勢
か
ら
考
え
て
、
果
し
て
ど
れ
位
の
拘
束
力
が
こ
の
勅
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

商

税

の

種

類

(1) 

遇

税

と

住

税

朱
代
商
税
の
中
心
は
い
う
ま
で
も
な
く

η
遇
税
μ

と

η
住
税
u
で
あ
っ
た
。

H

リ
遇
税
山
は
逼
遇
税
で
、
商
買
が
物
貨
を
持
っ
て
税
務
乃
至
そ

503 

の
所
轄
地
分
を
通
過
す
る
際
、
原
則
と
し
て
そ
の
債
格
の

N
h
g
徴
収
さ
れ
る
。
城
郭
を
構
え
る
鯨
以
上
の
都
市
で
、
そ
こ
を
遁
過
し
よ
う
と
す



504 

れ
ば
、
恐
ら
く
入
門
の
時
に
所
持
品
の
調
査
を
受
け
、
納
付
書
類
を
交
付
さ
れ
、
税
務
に
赴
い
て
納
税
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
或
は
揚
子

江
泊
岸
の
よ
う
な
場
合
は
、
江
岸
に
税
務
が
お
か
れ
、
直
接
欄
頭
な
ど
が
課
税
品
を
調
査
し
て
通
行
税
を
徴
収
し
、
納
付
す
れ
ば
誼
明
書
を
給

し
て
出
裂
を
許
し
た
。

一
方
各
税
務
で
は
収
税
額
を
H
赤
暦
μ

に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
(
禽
要
食
貨
十
七
。
十
八。

篠
法
事
類
巻
三
十
六
)。

過
税
は
物
貨
を
長
距
離
に
運
べ
ば
運
ぶ
ほ
ど
、

1

1
鰹
遇
税
場
が
多
く
な
れ
ば
な
る
程
|
|
累
加
さ
れ
る
わ
け
で
あ
り
、

か
つ
煩
雑
な
手
績

ぎ
を
要
し
、
特
に
南
宋
な
ど
で
は
膏
吏
が
何
か
と
賄
賂
を
要
求
し
て
商
人
を
苛
留
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
防
ぐ
方
法
と
し
て
一

括
支
排
い
の
方
法
も
と
ら
れ
た
。

M
H

贋
南
市
舶
務
で
抽
解
の
す
ん
だ
員
珠
を
東
京
・
四
川
で
貿
易
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
し
か
る
べ
き
保
誼
人
を
二
三
人
た
て
、
税
務
に
赴
い

て
荷
物
に
封
引
押
印
し
、
謹
明
書
を
も
ら
っ
て
出
設
す
る
。
期
間
中
T
年
を
限
っ
て
目
的
地
に
赴
か
し
め
、
出
費
地
・
沿
路
の
商
税
を
輿
兎
し
、

他
方
、
物
貨
数
百
は
前
も
っ
て
商
人
の
賀
捌
地
に
遁
報
し
て
お
く
。
商
人
が
到
着
す
れ
ば
、
京
師
で
は
毎
貫
百
鏡
、
四
川
で
二
百
銭
を
徴
収

す
る
。
期
限
が
来
て
も
商
人
が
到
着
し
な
け
れ
ば
、
京
師
・
四
川
の
時
債
を
贋
東
に
通
報
し
、
保
誼
人
に
税
銭
を
納
め
さ
せ
る
。
私
販
、
泊

- 8 ー

路
私
買
、
謹
明
書
の
記
載
数
以
外
の
所
持
は
巌
禁
す
る
。
(
舎
要
食
貨
四
十
一
。
照
寧
七
年
正
月
一
日
)
山

震
東
か
ら
京
師
ま
で
物
貨
を
運
ぶ
の
に
、
も
し
一
々
遁
遇
税
務
で
商
税
を
納
入
し
て
い
た
ら
、
落
大
な
税
額
に
な
り
、
如
何
に
遠
方
に
運
搬

し
て
高
債
に
な
ろ
う
と
も
、
商
人
は
や
す
や
す
と
足
を
運
、
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
こ
の
方
法
は
嘗
を
得
た
も
の
と
言
え
る
。
通
商
法

賓
施
の
際
、
茶
の
遇
税
も
こ
れ
と
略
々
似
た
方
法
が
と
ら
れ
て
い
た
が
、

税
の
一
括
納
入
先
は
権
貨
務
の
こ
と
も
あ
っ
た
(
舎
要
食
貨
十
七
。
天

聖
五
年
二
月
。
同
七
年
正
月
な
ど
)
。

尤
も
こ
の
方
法
も
必
ず
し
も
一
定
で
な
く
、

出
裂
地
で
詮
明
を
貰
い
、

指
定
州
燃
で
、
買
捌
き
、

再
び
出

護
地
に
か
え
っ
て
税
銭
を
納
入
す
る
ケ

l
ス
も
あ
っ
た
(
舎
要
食
貨
十
七
。
建
炎
元
年
七
月
九
日
)
。

次
に

η
住
税
h
H

に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

η
住
税
u
は
入
市
税
の
系
列
に
入
り
、
そ
れ
を
鐙
系
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
加
藤
氏
は
最
初
「
都
市

に
居
住
す
る
商
人
即
ち
ゃ
田
時
の
坐
貰
文
は
舗
買
と
云
っ
た
も
の
に
劃
し
て
課
せ
ら
れ
た
で
あ
ら
う
が
」
と
い
っ
た
推
論
を
下
さ
れ
て
い
た
。
こ

れ
は
食
貨
志
の
、

η
居
者
市
語
。
謂
之
住
税
o
u
か
ら
導
か
れ
た
解
稗
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
正
し
け
れ
ば

η
住
税
刈
は
管
業
税
の
系
列
に

λ
る

、



こ
と
に
な
る
。
そ
の
の
ち
加
藤
氏
は
此
の
推
論
を
撤
回
さ
れ
て
、

「
住
税
と
は
客
商
が
貨
を
運
び
或
地
融
に
至
っ
て
貰
却
す
る
(
住
買
)
時
に

課
せ
ら
れ
る
税
で
あ
る
μ

と
定
義
さ
れ
る
に
至
っ
た
(
住
税
に
関
す
る
宋
史
食
貨
志
の
解
説
に
つ
い
て
。
史
'血
宇
雑
誌
四
十
七
の
六
)
。
自
分
は
こ
の
後
の
論

が
正
鵠
を
射
て
い
る
と
思
う
。
此
の
論
は
講
演
の
要
約
中
で
裂
表
さ
れ
て
居
り
、
具
瞳
的
史
料
が
提
出
さ
れ
て
居
ら
ぬ
か
ら
少
し
補
足
す
る
と
、

{
木
代
の

H
住
税
μ
と
は
客
商
が
物
貨
を
運
搬
し
て
来
て
、
一
州
・
鯨
城
乃
至
は
一
税
務
の
管
轄
地
分
に
於
て
販
貰
し
よ
う
と
す
る
時
、
そ
の
権

限
獲
得
の
た
め
納
入
す
る
税
金
|
|
市
を
極
め
て
贋
い
意
味
で
解
揮
し
た
入
市
の
税
ー
ー
な
の
で
あ
っ
た
。
や
や
特
殊
か
も
し
れ
ぬ
が
開
封
府

を
例
に
と
れ
ば
、

猷
七
年
二
月
。
詔
。
・
:
:
:
:
其
躍
係
合
途
納
商
税
物
色
。
只
及
一
千
己
下
税
銭
者
。
井
諸
竹
木
滞
箔
之
類
。
並
砕
肌
川
和
和
。
か
ん
。
更
不
押

赴
商
税
院
。
一
千
己
上
税
銭
。
依
奮
。
於
商
税
院
。
納
税
出
引
(
舎
要
食
貨
十
七
。
向
職
官
二
十
七
。
大
中
群
符
三
年
五
月
な
ど
)
。

と
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
物
貨
は
開
封
で
貰
捌
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
た
と
考
え
て
略
々
誤
ま
り
な
か
ろ
う
。
ま
た
加
藤
氏
は
浄
徳
集
を
ひ

て
物
貨
が
客
商
の
手
に
渡
さ
れ
る
時
に
徴
税
さ
れ
た
記
事
が
の
っ
て
い
て
、
こ
れ
を
住
税
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
か
に
み
ら
れ
る
。

一
一
十
四
年
八
月
十
三
日

pi--
・
:
文
額
外
増
置
場
務
。
初
以
収
各
州
土
産
物
貨
住
称
。
震
額
。
而
馴
致
収
客
旗
往
来
之
税
・
:
:
:
:
(
禽
要
食
品
貝

十
八
)
。
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か
れ
て
、
「
生
産
者
が
物
貨
を
商
人
に
買
渡
す
時
に
も
課
せ
ら
れ
、
」
と
云
っ
て
お
ら
れ
る
。
成
程
宋
舎
要
な
ど
を
み
て
い
て
も
、
生
産
地
に
於

し
か
し
も
う
一
歩
進
ん
で
考
え
て
み
よ
う
。
す
で
に
五
代
の
頃
か
ら
、
郷
村
そ
の
他
で
盛
ん
に
定
期
市
が
ひ
ら
か
れ
て
物
品
交
易
が
行
わ
れ
、

特
に
蹟
南
の
嘘
市
は
有
名
で
あ
っ
た
(
舎
要
食
貨
十
七
。
淳
化
元
年
十
二
月
。
同
十
八
。
淳
照
二
年
七
月
)
。
こ
れ
ら
市
集
に
封
し
て
地
方
政
府
は
そ
れ

ぞ
れ
の
裁
量
に
よ
っ
て
課
税
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、

そ
の
時
最
も
多
く
用
い
ら
れ
た
方
法
は
豪
民
に
買
撲
(
貧
封
投
吠
の
方
法
を
用
い
、
収

税
植
を
入
札
に
よ
っ
て
輿
え
る
。
〉

さ
せ
、
請
負
せ
る
や
り
方
で
あ
っ
た
。
こ
の
税
は
商
税
で
も
H
落
地
税
山
の
範
園
に
入
る
も
の
で
あ
っ
て
、
宋

505 

代
す
で
に
そ
の
呼
稽
も
出
て
い
る
。

一
一
六
年
十
月
八
日
。
詔
。
二
贋
虚
市
。
更
相
貿
易
。
非
江
漸
私
置
税
場
之
比
。
可
従
民
便
輿
兎
落
地
税
銭
:
-
(
禽
要
食
貨
十
八
)
。
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此
の
税
は
嘘
市
乃
至
定
期
市
へ
の
入
市
税
で
あ
り
、
勿
論
そ
の
場
所
で
客
商
に
貰
渡
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
は
あ
ろ
う
が
、
管
業
行
震
に

つ
ま
り
生
産
者
か
ら
商
人
に
買
興
さ
れ
る
譲
渡
行
篤
そ
の
も
の
に
劃
し
て
謀
せ
ら
れ
る
性
質
の
税
で
は
な
い
。
従
っ
て
」
洛
地
税
h
H

射
し
て
、

は
一
般
的
に
贋
義
の

η
入
市
税
μ
で
あ
る

η
住
税
μ
と
同
系
に
麗
し
、
事
賃
上
前
掲
の
よ
う
に
住
税
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

だ
か
ら
加
藤
氏
の
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
生
産
者
と
客
商
の
取
引
に
伴
っ
て
課
せ
ら
れ
る
税
|
|
こ
う
し
た
こ
と
も
ま
ま
あ
っ
た
ろ
う
ー
ー
を

J

腰
密
な
意
味
で

H
住
税
れ
H

と
見
倣
す
の
は
い
さ
さ
か
不
適
嘗
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
要
す
る
に

η
住
税
μ

は
そ
の
大
小
を
問
わ
ず
一
定
地
域

-
地
分
に
於
け
る
交
易
擢
認
可
の
た
め
に
納
入
す
べ
き
商
税
だ
っ
た
の
で
、

そ
の
徴
収
率
は

ω
¥
5
0
が
原
則
で
あ
っ
た
。

こ
の
ほ
か
商
税
に
は
後
に
詳
説
す
る
よ
う
な

η
力
勝
銭
u

H

竹
木
抽
解
h
H

が
あ
り
、
更
に
地
方
に
よ
っ
て

H

包
角
U

H

首席角
μ
(
曾
要
食
貨
十

，じ、__，

H
z
打
角
h

H

(

降
徳
集
品
竺
ニ

)
η
打
撲
μ

(
長
編
巻
八
十
八
。
二
百
七
十
九
。
二
百
八
十
九
)

な
ど
の
種
類
が
あ
っ
た
が
、

食
貨
志
も
い
う
よ
う
に

H

其
名
物
。
各
随
地
宜
而
不

一
鷲
μ
。
で
、

一
つ
一
つ
考
査
を
加
え
る
必
要
も
さ
し
て
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
省
略
し
て
お
く
。

商
税
、
就
中
遇
税
の
一
項
目
と
し
て
北
宋
の
極
く
初
期
か
ら
、

H

リ
カ
勝
μ
乃
至
は

H
力
勝
銭

μ"
な
る
名
前
が
出
て
来
る
。
宋
舎
要
は
H
H

カ
勝
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(2) 

力
勝
銭
に
つ
い
て

者
、
計
所
載
之
多
寡
。
以
税
其
船
h
H

。
(
食
貨
十
八
。
淳
照
十
四
年
八
月
十
三
日
)
と
説
明
し
、
加
藤
氏
も
こ
れ
を
ひ
か
れ
て
「
搭
載
貨
物
の
量
を
計

っ
て
そ
の
船
主
に
課
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

商
税
関
係
の
史
料
中
に
は
此
の
語
句
が
よ
く
で
て
来
る
の
で
、

い
ま
少
し

補
足
的
な
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

H
力
勝
μ
乃
至
H
力
勝
銭
μ
と
い
う
言
葉
が
明
確
に
商
税
の
一
項
目
の
意
味
で
使
用
さ
れ
た
史
料
が
出
る
の
は
、
員
宗
天
躍
年
聞
の
こ
と
で

あ
る
(
品
問
要
食
貨
十
七
。
天
稽
五
年
二
月
)
。

こ
れ
よ
り
先
、
大
中
祥
符
五
年
に
も
「
漢
江
に
治
っ
た
州
軍
の
渡
船
の
力
勝
銭
を
兎
ず
」
と
い
う
史

料
が
あ
る
、
が
(
長
編
七
十
七
。
品
問
要
食
貨
十
七
。
大
中
群
符
五
年
正
月
二
十
八
日
)
、

こ
れ
は
以
下
述
べ
る
意
味
の

η
力
勝
銭
μ"
と
は
少
し
臭
っ
た
意
味

で
使
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

れ
は
船
の
力
(
搭
載
力
)
が
併
え
る
所
の
、
H
z
力
勝
μ
と
い
う
熟
語
は
本
来
四
字
の
言
葉
を
二
字
に
縮
め
た
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
が
、
恐
ら
く
そ

と
い
っ
た
こ
と
か
ら
来
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。



三
司
言
。
休
河
綱
船
。
除
二
百
五
十
料
(
料
は
船
の
大
き
さ
を
示
す
単
位
)
。
至
三
百
五
十
料
者
。
己
自
楚
州
五
運
。
澗
州
六
運
。
更
不
増
力
勝

斜
到
。
其
四
百
料
己
上
至
五
百
料
綱
船
。
欲
令
並
増
力
勝
。
従
之
。
(
合
要
食
貨
四
十
二
、
四
十
六
。
天
稽
二
年
六
月
)

の
そ
れ
，や

詔
。
自
今
。
装
載
揚
楚
遁
泰
員
総
海
濠
州
高
郵
漣
水
寧
等
慮
税
倉
和
擢
斜
斗
。
並
依
装
樽
般
倉
斜
斗
空
重
力
勝
例
。
並
以
船
力
勝
五
十
石
篤

準
。
寒
装
細
色
刷
所
斗
四
十
石
。
輿
破
牽
駕
兵
士

一
名
。
其
空
船
亦
依
差
装
轄
般
倉
例
。
(
曾
要
食
貨
四
十
六
。
天
建
三
年
十
二
月
十
二
日
)

の
例
は

η
力
勝
山
が
本
来
は
、
船
の
搭
載
力
も
し
く
は
搭
載
量
を
意
味
し
て
い
た
事
を
物
語
る
よ
う
で
あ
る
。

陸
上
交
遁
が
未
殻
達
で
あ
っ
た
嘗
時
、

一
時
に
多
量
の
物
貨
を
比
較
的
安
全
に
運
搬
す
る
に
水
運
が
多
く
利
用
さ
れ
て
い
た
事
は
論
を
侯
た

な
い
u

既
に
五
代
の
軍
閥
は
、
水
路
を
遁
過
す
、る
舟
船
に
逼
行
税
を
課
し
て
い
た
。

言
語
庚
子
。
詔
。
罷
陳
州
城
北
察
河
所
置
鎖
。
先
是
。
豆
島
が
津
渡
。
私
費
。
置
銭
。
以
算
民
船
。
船
勝
百
石
者
。
税
取
百
銭
。

有
所
載
。
則
倍
其
征
。
商
抜
甚
苦
其
事
。
至
是
。
陳
州
以
開
。
謹
詔
罷
之
。
其
後
瀕
何
諸
州
。
復
置
鋭
如
故
。

(
長
編
巻
十
九
。
朱
史
巻
百
八
十
六

-11ー

に
も
略
々
同
文
)

因
に
鎖
は
、
欄
河
鋭
柵
の
鋭
で
あ
り
、
舟
船
を
と
め
て
徴
税
す
る
た
め
に
、
主
と
し
て
運
河
な
ど
に
、
設
置
さ
れ
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る

(
舎
要
食
貨
十
七
。
宣
和
五
年
十
二
月
十
一
日
。
同
四
十
六
。
天
聖
元
年
三
月
な
ど
の
各
候
)
。

さ
て
こ
う
し
た
水
路
航
行
の
船
舶
|
|
恐
ら
く
は
商
船
の

み
ー
ー
ー
に
課
税
す
る
こ
と
は
、
宋
に
入
っ
て
も
績
い
て
い
た
。

時
二
年
二
月
二
十
日
。
詔
。
峡
路
州
軍
。
於
江
。
置
撞
岸
司
。
買
人
舟
船
至
者
。
毎
一
舟
納
百
銭
己
上
至
一
千
二
百
。
自
今
除
之
。
(
禽
要
食

貨
十
七
)

か
か
る
五
代
軍
閥
の
遺
制
は
次
第
に
排
除
さ
れ
て
は
い
っ
た
が
、
正
規
の
税
務
で
通
行
の
商
船
に
課
税
す
る
こ
と
は
逆
に
，
次
第
に
全
園
的
な
制
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度
と
し
て
整
備
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
通
行
商
船
に
劃
す
る
課
税
が

η
力
勝
μ
乃
至

η
力
勝
銭
h
H

で
は
な
か
っ
た
か
。
先

に
あ
げ
た
宋
曾
要
の
力
勝
に
関
す
る
定
義
を
説
明
さ
れ
た
加
藤
氏
は
、

「
搭
載
貨
物
の
量
を
計
っ
て
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
力
勝
銭
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ふよ

猷
三
年
七
月
二
日
。
方
仲
荷

・
張
繍
等
言
。
刑
湖
路
州
軍
。
捷
載
官
中
糧
斜
客
船
。
乞
放
兎
治
江
州
軍
上
水
密
砕
か
併
称
動
。

要
食
貨
十
七
)

従
之
。

舎

と
あ
る
記
事
や
、

調印
…一
信
二
十
三
日
。
中
書
門
下
言
。
場
務
収
税
。
皆
有
格
目
。
訪
問
。
沿
流
等
露
。
舟
船
経
過
。
必
留
旬
月
。
多
喝
税
銭
0

・
・

・恥
恥

則
多
収
力
勝
。
:
:
・
:
:
(
曾
要
食
貨
十
八
)

と
い
う
文
は
、
必
ず
し
も
物
貨
を
積
載
し
て
い
る
船
の
み
が
力
勝
銭
の
封
象
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
本
来
空
船
は

無
税
で
あ
っ
た
か
と
も
考
え
得
る
が
、
多
収
と
か
、
過
激
と
か
(
篠
法
事
類
巻
三
十
六
)

い
う
修
飾
語
は
そ
う
し
た
考
え
を
弱
め
る
よ
う
に
受
取

れ
る
。南
宋
に
な
っ
て
税
務
の
収
奪
が
激
化
す
る
と
、
米
粟
な
ど
の
兎
税
ロ
聞
に
劃
し
て
も
課
税
す
る
税
務
が
績
出
す
る
が
、
其
の
時
に
、
税
務
で
は
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H
力
勝
μ

の
名
目
を
附
け
る
の
で
あ
る
。

一品
r一
言
眠
時
間
目
。
中
書
門
下
省
一
言
。
客
販
食
米
。
巴
降
指
揮
。
克
収
税
。
近
来
場
務
。
却
以
別
色
斜
斗
矯
名
。
及
恥
「
か
勝
。
妄
収
税
銭
。

:
:
(
紹
興
十
八
年
十
一
月
十
三
日
の
記
事
も
略
々
同
内
容
)
、
(
合
要
食
貨
十
七
)

乾
道
元
年
正
月
十
四
日
。
詔
。
諸
路
州
軍
。
方
春
米
債
腸
貴
。
民
間
関
食
。
全
籍
客
米
接
情
。
訪
開
。
所
在
場
務
。
以
力
勝
之
類
。
巧
作
名

色
。
違
法
収
税
0

・:
:
:
:
(
禽
要
食
貨
十
八
)

こ
う
し
た
例
は
、
兎
税
品
で
あ
る
穀
物
に
公
に
課
税
出
来
ぬ
税
務
が
、
船
に
は
課
税
出
来
る
の
に
藷
口
し
て
、
税
銭
を
多
収
す
る
弊
害
を
述
べ

た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
な
お
宋
曾
要
で
は
力
勝
税
銭
と
い
う
用
法
が
多
く
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
力
勝
銭
と
税
銭
の
二
つ
を
意
味
し
て

い
た
と
解
す
こ
と
が
で
き
、
事
賞
、
商
税

・
力
勝
(
食
貨
十
七
。
建
炎
三
年
四
月
)
、
税
銭
・
力
勝
(
食
貨
十
七
。
建
炎
元
年
五
月
)
と
い
っ
た
用
法
も

し
ば
し
ば
あ
り
、
保
法
事
類
巻
三
十
六
に
よ
れ
ば
、
諸
客
飯
穀
米
蔚
奏
及
柴
者
、
其
和
九
伊
川
府
か
脈
動
並
兎
。
・
:



と
あ
る
か
ら
、

η
力
勝
銭
μ
が
ど
ん
な
基
準
で
ど
れ
だ
け
の
額
を
徴
収
さ
れ
て
い
た
か
具
鐙
的
に
は
殆
ん
ど
剣
ら
な
い
。
計
所
載
之
多
寡
と
い
う
言
葉
は
船

η
力
勝
銭
u
は
一
定
の
大
き
さ
の
商
船
そ
の
も
の
を
鈎
象
と
し
た
、
通
行
税
で
あ
っ
た
事
は
大
腫
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
c

の
積
載
量
(
物
貨
の
質
如
何
を
問
わ
ぬ
)
を
基
準
に
し
て
徴
収
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
み
え
る
し
、
ま
た
、

η
復
計
市
川
筏
閤
狭
。
紐
算
力
勝
銭
向
。

と
い
う
文
(
曾
要
食
貨
十
八
。
嘉
定
八
年
二
月
三
日
)
で
は
舟
の
大
き
さ
が
基
準
に
な
っ
て
い
た
と
も
思
わ
れ
る
。
な
お
こ
れ
は
海
船
の
場
合
で
あ

り
、
果
し
て
力
勝
銭
の
範
曜
に
い
れ
て
遁
嘗
か
ど
う
か
は
疑
問
で
、

か
つ
文
物
貨
を
除
外
し
て
船
の
み
を
徴
税
の
針
象
と
し
て
い
た
と
は
受
取

り
に
く
い
の
で
あ
る
が
、
次
の
如
き
ケ

l
ス
も
あ
っ
た
。

、lJ

翫
三
年
十
二
月
二
日
。
瑳
管
健
量
〔
安
撫
〕
〔
朱
〕
初
卒
言
。
用
舟
船
之
丈
尺
。
量
一
納
。
謂
之
格
納
。
其
法
分
矯
三
等
。
侵
如

r
l
k
 

五
丈
三
尺
。
帰
第
二
等
。
則
是
五
丈
二
尺
。
途
篇
第
三
等
。
所
減
線

一
尺
。
而
納
銭
多
少
。
相
去
十
倍
。
加
之
。
客
人
所
来
州
郡
物
債
貴
賎

不
問
。
自
泉
一
幅
南
湖
湖
底
来
者
。

一
色
載
金
銀
匹
用
。
所
値
或
及
高
齢
廊
貫
。
自
一角
化
来
者
。
唯
載
米
包
瓦
器
牛
畜
之
類
。
所
値
或
不
遇
二
三

百
貫
。
其
不
等
如
此
。
而
用
丈
尺
。
集
収
税
。
甚
非
理
也
。
:
:
:
:
・
(
舎
要
食
貨
十
七
。
長
編
巻
三
百
十
。
O
は
長
編
に
よ
る
)

海
南
収
税
。

上
述
の
力
勝
銭
に
謝
す
る
解
樺
が
受
賞
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ば
明
代
の
紗
閥
税
及
び
清
代
の
常
闘
で
徴
収
さ
れ
た
船
税
と
同
系
列
に
置
き
得
る
も

の
で
あ
る
。
明
代
の
紗
開
税
は
一
面
、
紗
の
流
通
を
目
的
と
し
、
徴
収
地
も
天
津
か
ら
揚
子
江
に
至
る
十
二
ケ
慮
で
は
あ
っ
た
が
、
矢
張
り
船
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自
世
に
劃
し
て
そ
の
大
き
さ
を
基
準
は
徴
収
さ
れ
た
通
行
税
で
、
最
初
は
船
百
料
に
紗
百
貫
で
あ
っ
た

(
佐
久
間
重
男
氏
。
明
代
の
商
税
制
度
。
日
舷

舎
経
済
史
皐
十
三
の
三
。
明
代
に
於
け
る
荷
役
と
財
政
と
の
関
係
。
史
拳
雑
誌
六
十
五
の
一
)
。
清
朝
の
船
税
は
戸
部
則
例
な
ど
に
よ
る
と
、
船
舶
の
種
類

や
大
小
に
よ
り
徴
収
し
た
も
の
で
、
各
常
闘
で
極
め
て
複
雑
な
規
定
が
存
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
宋
代
に
も
力
勝
銭
徴
収
は
地
方
に
よ

っ
て
細
目
が
異
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
矢
張
り
則
例
が
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
た
事
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
宋
代
に
入
っ
て
商
船
に
劃
し
て

、通
行
税
が
徴
収
さ
れ
は
じ
め
た
事
は
或
る
面
か
ら
み
て
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
問
題
を
含
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
大
規
模
な
米
穀
商
人
・
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撞
商
・
茶
商
が
自
分
の
船
を
所
有
し
て
、
商
業
取
引
を
行
う
こ
と
は
普
通
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
こ
の
ほ
か
に
恐
ら
く
船
だ
け
を
動
か
す
運
迭
業

者
も
か
な
り
多
数
出
現
し
は
じ
め
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
特
に
寺
観
・
宗
室
・
品
官
の
家
な
ど
で
は
個
人
の
船
を
所
有
し
べ
時
に
兎
税
の
特
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権
を
得
て
盛
ん
に
貨
殖
に
努
め
て
い
た
こ
と
は
度
々
史
料
面
に
あ
ら
わ
れ
る
。
戚
皇
・
品
官
な
ど
が
積
極
的
に
殖
産
し
、
資
本
を
蓄
積
す
る
と、

土
地
へ
投
資
す
る
以
外
に
倉
庫
や
金
融
業
に
も
手
を
の
ば
す
こ
と
は
長
編
な
ど
に
も
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
商
業
の
活
綴
化

に
伴
っ
て
、
こ
う
し
た
階
層
が
舟
船
を
所
有
し
運
迭
業
を
手
蹟
く
は
じ
め
た
と
し
て
も
不
合
理
と
は
考
え
ら
れ
ま
い
。
船
の
所
有
者
と
搭
載
貨

物
所
有
者
が
同
じ
で
あ
る
段
階
か
ら
進
ん
で
、
勿
論
不
完
全
で
は
あ
っ
た
ろ
う
が
、
或
る
程
度
分
離
し
は
じ
め
た
獄
態
で
、

は
じ
め
て
園
家
に

よ
る
永
績
的
な
船
の
み
に
劃
す
る
H

力
勝
銭
μ
"

の
徴
収
が
可
能
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

。。
宋
史
食
貨
志
商
税
の
一
章
は
、
冒
頭
で
宋
代
商
税
に
闘
す
る
大
綱
を
説
明
し
て
い
る
が
、
そ
の
末
尾
に

η
有
官
須
者
。
十
取
其
一

。
調
之
抽

現
物
で
徴
収
さ
れ
る
商
税
に
つ
い
て

税
h
H

。
と
い
う
一
項
が
み
ら
れ
る
。
此
の
一
・
文
は
、
上
述
し
た
徴
収
率
百
分
の
こ
の
遇
税
・
百
分
の
三
の
住
税
の
規
定
と
は
性
質
を
異
に
し
た

記
述
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
宋
の
商
税
は
原
則
と
し
て
現
銭
で
徴
収
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
此
の

い
う
ま
で
も
な
く
H
抽
μ
は
ひ
き
ぬ
く
の
意
味
で
、
税
務
で
現
銭
が
徴
収
さ
れ
る
時
に

η
抽
税
H

と
い
う
字
を
使
っ
た
例
も
あ
る
が
、

多
く
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一
文
で
規
定
さ
れ
て
い
る
商
税
は
、
以
下
述
べ
る
よ
う
に
現
物
を
徴
収
す
る
た
て
ま
え
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

は
η
抽
解
れH
H

抽
分
h
H

な
ど
と
熟
し
、
物
貨
そ
の
も
の
を
政
府
が
徴
収
す
る
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

月
抽
解
h
H

の
語
句
は
康
東
・
一
幅
建
な
ど

を
中
心
と
し
た
海
外
貿
易
に
聞
す
る
史
料
中
に
頻
出
す
る
。
市
舶
司
で
は
輸
入
税
を
徴
収
す
る
に
あ
た
り
、
す
べ
て
現
物
を
何
割
か

η
抽
解
μ

し
て
居
り
、

そ
の
率
は
時
と
封
象
に
よ
っ
て
襲
化
は
あ
っ
た
が
、

大
陸
十
分
の
一
で
あ
っ
た

(藤
田
製
八
氏
。
朱
代
の
市
舶
司
及
び
市
舶
篠
例
。
東

西
交
渉
史
研
究
南
海
篇
)
。

雄
二
年
八
月
十
三
日
。
雨
糊
市
舶
司
申
。
篠
具
利
害
。

抽
二
分
。

一
抽
解
。
蓄
法
十
五
取
一

。
其
後
十
取
其
一

。
文
其
後
樺
其
良
者
。
調
如
犀
象
十
分

文
博
買
四
分
。

員
珠
十
分
抽
一
分
。

文
博
買
六
分
之
類
。
舶
戸
曜
抽
買

(抽
解
博
頁
)
数
多
。
所
販
止
是
鑑
色
雑
貨
。
照
得
象
牙

珠
犀
係
細
色
。
抽
買
比
他
貨
至
重
。
非
所
以
来
遠
人
。
欲
乞
十
分
抽
解
一
分
。
更
不
博
買
。
(
禽
要
職
官
四
十
四
)

食
貨
志
は
漠
然
と

η
有
官
須
者
μ
と
書
い
て
い
る
。
こ
れ
は
官
で
必
要
な
も
の
と
い
っ
た
ぐ
ら
い
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
敷
桁
し
て
考
え
れ
ば
、
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税
務
経
過
の
商
品
の
う
ち
官
醸
の
必
要
品
が
あ
れ
ば
、

一
割
を
現
物
徴
収
す
る
と
も
と
れ
る
が
、
こ
こ
は
そ
う
で
は
な
い
ら
し
い
。
宋
代
官
聴

で
使
用
す
る
雑
品
や
長
官
の
宴
舎
用
品
な
ど
は
、
多
く
の
場
合
、
原
則
を
無
覗
し
て
人
民
よ
り
無
償
で
と
り
た
て
ら
れ
、
特
に
坊
郭
戸
が
そ
の

針
象
と
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
官
鹿
消
粍
品
の
恰
好
な
入
手
場
所
と
し
て
税
務
が
狙
わ
れ
た
事
は
推
測
さ
れ
、
南
宋
に
な
る
と
、
事
賓
、
開

津
税
場
で
商
貨
を
和
買
(
合
意
の
上
で
買
い
あ
げ
る
。
)
の
名
目
で
商
人
か
ら
只
取
り
す
る
弊
害
も
生
じ
て
い
る
。

頑
五
年
四
月
二
十
九
日
。
詔
。
州
郡
鹿
客
放
物
貨
。
赴
務
投
税
外
。
聴
従
使
貨
買
。
不
得
載
留
収
買
。
如
違
重
箕
典
憲
。
以
臣
僚
言
。
開
津

場
務
。
惟
督
訊
謹
。
不
慮
官
府
之
有
需
。
寛
留
物
貨
而
拘
買
。
名
潟
支
銭
。
砥
震
文
具
。
故
有
是
詔
。

(
舎
要
食
貨
十
八
)

し
か
ら
ば

η
有
官
須
者
μ
と
は
何
か
と
い
え
ば
、
あ
る
限
ら
れ
た
、
し
か
も
相
嘗
纏
っ
た
物
品
で
、
官
に
必
要
な
も
の

|
l具
鐙
的
に
は
竹
木

を
は
じ
め
と
し
た
土
木
建
築
材
料
や
石
炭
ー
ー
を
指
し
て
い
た
と
言
え
る
。
栄
代
竹
木
は
町
宮
殴
・
邸
宅
・
官
舎
な
ど
の
建
築
材
料
と
し
て
、

幻
漕
運
船
隻
を
は
じ
め
各
種
船
舶
の
主
材
と
し
て
、
司
治
水
材
料
|
|
河
椿
・
竹
索
な
ど
|
|
に
用
い
ら
れ
る
、
川
町
軍
器
と
し
て
な
ど
康
範
な
需

要
を
も
っ
必
要
不
可
倣
の
ロ
聞
で
あ
っ
た
。
竹
木
は
官
が
出
産
地
分
に
収
買
場
を
設
け
、
民
聞
か
ら
買
上
げ
、
あ
る
い
は
府
軍
な
ど
を
使
っ
て
伐

エ
キ

そ
れ
を
役
人
を
徴
渡
し
て
船
圏
を
組
ま
せ
中
央
へ
運
搬
さ
せ
る
方
法
も
多
く
採
用
さ
れ
て
い
た
が
(
長
編
巻
二
百
四
。
治
卒
二
年
二
月
辛
丑
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採
し
、

な
ど
て
一

民
間
で
も
争
っ
て
竹
木
版
買
に
従
事
す
る
よ
う
な
よ
い
儲
け
口
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

太
宗
時
代
、

近
臣
戚
里
が
多
く
秦
臨
地
方
で

竹
木
を
買
い
、

E
筏
を
く
ん
で
京
師
に
運
び
治
路
商
税
を
蒐
れ
、

京
師
に
来
て
官
に
リ
ベ
ー
ト
を
、途

っ
て
高
値
で
買
上
げ
て
貰
っ
た
話
(
長
編

巻
二
十
一
。
太
卒
輿
園
五
年
八
月
甲
成
)
、

竹
木
収
買
を
め
ぐ
る
疑
獄
事
件

(
太
宗
貫
録
巻
四
十
一
。
薙
殿
四
年
八
月
己
亥
)
、
太
宗
の
娘
魯
園
公
主
が
竹

泊
路
の
商
税
を
兎
じ
て
く
れ
る
よ
う
員
宗
に
か
け
あ
っ
た
話
(
長
編
巻
五
十
七
。
景
徳
一
冗
年
八
月
丙
午
)
、

な
ど
は
そ
の

木
で
利
を
得
ん
と
し
て

例
で
あ
る
し
(
な
お
、
秦
際
の
竹
木
に
関
し
て
は
前
田
正
名
氏
、
績
資
治
遇
鑑
長
編
に
現
わ
れ
た
宋
初
の
秦
州
に
つ
い
て
。
史
拳
雑
誌
六
十
七
ノ
六
参
照
)
、
南

宋
に
入
っ
て
も
、
朕
況
は
繁
ら
ず
、
時
に
は
監
司
自
ら
特
権
を
利
用
し
て
竹
木
輿
販
を
行
っ
て
い
る
。

僻
十
六
年
七
月
十
四
日
。
臣
僚
言
。
今
来
監
司
有
輿
版
木
植
。
動
以
数
薦
。
高
立
債
値
。
以
牟
厚
利
。
至
子
貨
買
不
行
。
抑
令
所
属
州
郡
愛

轄
。
州
責
之
於
勝
。
牒
敷
及
子
民
。
至
有
鷺
産
、途
納
。
況
牌
筏
所
遇
場
務
。
既
兎
征
税
。
而
住
買
之
慮
亦
無
抽
解
。
不
惟
暗
失
課
利
。
文
且

511 
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撰
奪
商
買
之
利
。
乞
巌
立
禁
止
。
如
有
遠
戻
。
許
令
内
憂
糾
察
。
重
真
典
憲
。
従
之
。
(
合
要
職
官
四
十
五
)

一
一
二
年
二
月
十
二
日
。
知
臨
安
府
謝
元
明
言
。
:
:
:
・
近
権
勢
之
家
及
官
司
寺
親
等
車
。
収
買
木
一植
浩
滅
。
或
執
官
公
様
。
或
申
請
指
揮
。

不
問
多
寡
。
量
克
抽
解
。
:
:
:
:
(
禽
要
刑
法
ニ
)

そ
こ
で
民
間
販
曹
の
竹
木
に
劃
し
て
、
官
は
税
場
を
設
け
て
収
税
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
税
場
は
抽
解
竹
木
務
、
抽
分
場
、
抽
分
竹
木
務

な
ど
と
呼
ば
れ
て
、
現
銭
を
徴
収
す
る
一
般
商
税
務
と
は
別
の
系
統
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
明
清
時
代
に
は
工
部
管
下
に
抽
分
竹
木
場

が
存
し
、

H

工
開
税
μ

H

リ
木
税
h
H

と
し
て
何
割
か
の
現
物
徴
収
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が

(佐
久
間
重
男
氏
前
掲
論
文
。
油閉
園
行
政
法

第
六
巻
常
閥
税
の
部
。
工
部
則
例
な
ど
て
こ
の
制
度
の
泊
源
は
矢
張
り
宋
に
求
め
ら
れ
る
。

宋
史
巻
百
六
十
五
職
官
志
に
よ
れ
ば
竹
木
務
は
賂
作

監
の
下
に
記
さ
れ
て
い
る
。

竹
木
務
。
掌
修
諸
路
水
運
材
植
。
及
抽
算
諸
河
商
販
竹
木
。
以
給
内
外
管
造
之
用
。
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竹
木
務
は
史
料
面
で
具
健
的
に
は
、
開
封
・
杭
州
の
ほ
か
に
江
寧
府
・
員
州
・
潤
州
・

一幅
州
な
ど
に
貧
在
が
知
ら
れ
る
が
、
恐
ら
く
州
城
あ
た

り
ま
で
は
普
遍
的
に
設
置
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
鯨
に
下
る
と
す
で
に
州
で
抽
解
さ
れ
た
竹
木
が
運
搬
買
捌
さ
れ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ、

牒
に
ま
で
抽
解
竹
木
務
が
置
か
れ
て
い
た
か
否
か
は
判
然
と
し
な
い
。

考
え
ら
れ
る
(
前
掲
禽
要
職
官
四
十
五
)。

竹
木
の
抽
解
即
ち
現
口
問
徴
収
は
、
恐
ら
く
原
則
的
に
は
そ
の
竹
木
を
貰
捌
く
府
州
、
換
言
す
れ
ば
竹
木
を
住
買
す
る
と
こ
ろ
で
な
さ
れ
た
と

前
述
の
竹
木
務
に
射
す
る
推
測
が
あ
た
っ
て
居
れ
ば
、

抽
解
の
時
、
領
収
誼
が
輿
え
ら
れ
、

そ
れ
を

所
持
し
て
居
れ
ば
抽
解
さ
れ
た
州
内
で
の
自
由
販
買
が
許
可
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
出
産
地
分
か
ら
、
販
貰
地
ま
で
の
経
過
税
務
で
は
竹
木

は
ど
ん
な
扱
い
を
受
け
て
い
た
か
。
細
目
は
剣
ら
ぬ
が
大
陸
普
通
商
品
と
同
じ
く
遇
税
が
徴
収
さ
れ
て
い
た
と
言
い
得
ょ
う
。

料
四
年
三
月
十
日
。
詔
。
客
人
願
往
出
産
州
軍
。
輿
販
竹
木
却
す
物
。
赴
臨
安
府
出
賞
。
仰
於
一
岡
山
前
運
司
。
陳
肢
一
給
一
藤
前
去
。
治
路
州
軍
一
祝
銭
。

輿
兎
三
分
之
一

。
:
:
;
:
・
(
合
要
食
貨
十
八
)、

(
そ
の
他
禽
要
食
貨
十
七
。
天
縛
元
年
三
月
。
)

但
し
、
現
銭
納
入
の
か
わ
り
に
、

遁
遇
税
場
で
寅
物
が
抽
分
さ
れ
る
場
合
も
出
て
来
て
い
る
。
数
ケ
所
の
税
場
で
税
銭
を
と
ら
れ
、
住
賓
の
所



で
抽
分
さ
れ
る
の
も
、

被
課
税
者
側
で
は
結
果
的
に
似
た
り
寄
っ
た
り
で
あ
っ
た
ろ
う
(
禽
要

食
貨
十
八
。
紹
興
三
十
二
年
八
月
二
十
三
日
。
そ
の
他
次
掲
の
史
料
な
ど
)
。
食
貨
志
に
も
明
記
し
て
い
る
よ
う
に
抽
解
率
は
十
分
の
一
が
原
則
で
あ
り
、

だ
が
南
宋
に
入
っ
て
商
税
率
が
引
き
あ
げ
ら
れ
て
来
る

場
所
を
限
っ
て
一
括
し
て
抽
分
さ
れ
る
の
も
、

北
宋
の
こ
ろ
は
こ
れ
が
守
色
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
(
遜
考
巻
十
四
征
商
。
天
帯
四
年
)
。

と
、
抽
解
率
も
三
割
に
高
騰
し
て
い
る
。

鵬
二
十
一
年
五
月
十
四
日
。
・
:
:
:
以
進
士
張
邦
儀
一
言
。
客
販
徽
巌
州
木
筏
。
乞
罷
二
州
抽
解
。
笹
護
至
臨
安
府
。
恥
恥
一
↓
一
が
故
也
。

舎

要
食
品
貝
十
七
)

さ
て
抽
解
さ
れ
た
竹
木
は
前
記
の
用
途
に
ふ
り
む
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
具
睦
相
を
探
っ
て
み
よ
う
。
宋
舎
要
食
貨
五
十
に
は
次
の

よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

組
三
年
八
月
四
日
。
工
部
言
。
勘
舎
護
運
副
使
葉
焼
割
子
。
銭
高
淵
路
州
軍
抽
税
竹
木
。
依
嘉
祐
一
秒
。
以
十
分
篤
率
。
三
分
躍
副
護
運
司
。

修
整
綱
船
。
従
之
。
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嘉
一
茄
勅
の
施
行
範
囲
は
不
明
で
あ
る
が
全
抽
解
額
の
三
割
が
護
運
司
の
と
こ
ろ
に
迭
ら
れ
、
漕
船
の
補
修
乃
至
造
船
の
一
部
に
充
賞
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
宋
舎
要
食
貨
四
十
六
に
は
造
船
場
の
所
在
地
と
造
船
額
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
抽
解
竹
木
は
そ
う
し
た
造
船
場
に
於

て
船
材
の
一
部
を
占
め
て
い
た
に
す
ぎ
ず
、
大
部
分
は
官
の
収
買
乃
至
は
租
賦
と
し
て
人
民
に
賦
課
さ
れ
た
竹
木
で
造
船
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
南
宋
初
の
混
飢
で
船
は
徴
設
さ
れ
た
り
、
戦
争
で
破
壊
さ
れ
た
り
し
て
減
少
し
た
で
あ
ろ
う
か
ら
先
の
記
事
に
積
い
て
す
ぐ
、

時
元
年
六
月
二
十
六
日
。
護
運
副
使
宋
揮
言
。
閥
少
綱
船
漕
運
。
乞
終
雨
糊
…
附
仲
抽
税
竹
木
。
通
援
五
分
。
付
本
司
。
打
造
鍛
頭
船
。
般
運

行
在
軍
儲
。
詔
依
。
内
臨
安
府
抽
税
竹
木
。
以
十
分
篤
率
。
樽
運
使
井
本
司
。
各
四
分
。
持
二
分
。
雁
副
護
運
使
。

(
舎
要
食
貨
五
十
)

と
行
在
を
除
い
て
、
南
漸
州
府

(
竹
木
務
所
在
地
は
州
府
に
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
)

抽
解
竹
木
の
五
割
が
造
船
に
ま
わ
さ
れ
て

い
る
。
轄
運
使
や
臨
安
府
の
持
分
の
竹
木
は
嘗
然
倉
庫
・
官
聴
の
建
築
材
料
に
ま
わ
さ
れ
、
更
に
一
部
は
宮
中
に
ま
わ
っ
て
宮
殿
な
ど
の
資
材
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と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
(
曾
要
食
貨
十
七
。
宣
和
四
年
五
月
二
十
七
日
)
。

そ
の
他
一
幅
州
で
は
抽
解
し
た
竹
木
を
更
に
官
賀
し
て
、
そ
れ
を
組
制
銭
の
額
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に
加
え
て
い
た
例
も
知
ら
れ
る
。

柚
木
場
。
:
:
:
:
・
後
凡
抽
木
七
分
。
舞
鶴
以
蹄
鰹
制
。
此
主
駕
。
三
分
入
河
。
以
備
州
用
修
造
。

(
淳
照
三
山
志
巻
第
七

竹
木
も
他
の
物
貨
に
射
す
る
商
税
と
同
じ
よ
う
に
鍋
兎
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
戦
範
の
の
ち
の
復
興
の
際
、
火
事
の
あ
と
の
復
興
の
際
な
ど
た

び
た
び

η
兎
抽
分
hH

の
語
が
出
て
来
る
(
合
要
巻
十
七
。
建
炎
四
年
二
月
。
同
十
八
。
嘉
定
二
年
九
月
十
日
な
ど
)
。

こ
の
ほ
か
現
物
抽
解
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
し
て
葦
箔
(
朱
合
要
食
貨
五
十
四
)
、
や
石
炭
が
知
ら
れ
る
。
す
で
に
宋
初
井
州
で
運
搬
石
炭
の

幾
割
か
を
徴
収
し
て
い
た
し
、

一
位
一
二
年
十
月
。
詔
。
如
開
。
井
州
民
腎
石
炭
者
。
毎
駄
抽
税
十
斤
。
自
今
除
之
。

開
封
府
で
は
炭
場
が
設
け
ら
れ
、
抽
解
し
た
石
炭
を
貯
え
て
官
聴
の
用
な
ど
に
供
し
て
い
た
が
、

(
曾
要
食
貨
十
七
)

の
ち
に
炭
場
は
、
官
自
ら
地
方
よ
り
運
ん
だ

石
炭
を
貯
え
一
般
人
民
に
賀
渡
さ
れ
る
場
所
と
も
な
っ
て
い
た
(
宮
崎
市
定
氏
。
宋
代
に
お
け
る
石
炭
と
銭
。
東
方
皐
十
三
斡
)
。

な
お
開
封
に
於
け
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る
石
炭
抽
税
は
北
宋
一
代
を
、
通
じ
て
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
(
合
要
食
貨
五
十
。
照
寧
八
年
六
月
二
十
三
日
)
、
ま
た
南
宋
で
は
、
木
炭
も
抽
解

さ
れ
て
い
た
(
朱
禽
要
食
貨
十
八
。
淳
郎
山
元
年
十
一
月
十
一
日
)
。

以
上
要
す
る
に
竹
木
や
石
炭
の
よ
う
に
、
あ
る
程
度
大
量
に
ま
と
ま
っ
て
運
搬
さ
れ
、

か
つ
官
で
必
要
な
口
聞
は
、
主
と
し
て
住
賓
の
と
こ
ろ

で
現
物
が
徴
収
さ
れ
る
制
度
が
確
立
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
と
思
う
。
こ
れ
は
現
銭
徴
収
の
一
般
商
税
睦
系
と
は
別
の
系
列
に
入
る
商
税

で
あ
り
、

就
中
竹
は
元
代
一
時
特
殊
な
扱
い
を
う
け
た
と
は
い
え
(
井
ノ
崎
隆
輿
氏
。
元
代
の
竹
の
事
寅
と
そ
の
施
行
意
義
。
東
洋
史
研
究
十
六
こ
己
、

以
後
明
滑
に
至
る
ま
で
そ
れ
が
積
い
た
の
で
あ
る
。

商
税
徴
収
額
と
そ
の
運
用

商
税
は
園
家
歳
入
の
う
ち
の
現
銭
財
源
と
し
て
、
一
専
貰
盆
金
な
と
と
と
も
に
、
濁
裁
政
治
の
支
柱
で
あ
っ
た
軍
隊
・
官
僚
の
経
済
的
裏
付
け

の
重
要
な
一
部
を
な
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
宋
代
商
税
は
ど
れ
位
徴
収
さ
れ
、

ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。



五
代
の
如
き
苛
歓
談
求
を
戒
め

(
舎
要
食
貨
十
七
。
建
隆
元
年
四
月
)
、

に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
の
勅
令
を
公
布
し
た
(
遁
考
巻
十
四
。
征
商
)。

商
税
は
園
初
か
ら
重
要
な
財
源
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、

太
極
は
部
位
聞
も
な
い
建
陸
元
年
に
詔
を
出
し
、

商
税
の
徴
収
は
則
例

太
租
は
中
原

を
卒
定
す
る
や
、
商
税
則
例
を
制
定
し
、

全
園
統

一
の
遂
行
と
と
も
に
そ
れ
を
お
し
旗
げ
て
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
北
宋
初
期
に
は
商
税
の

歳
入
額
は
一
定
で
は
な
っ
た
が
、
太
宗
淳
化
三
年
に
な
り
、
端
挟
元
年
よ
り
淳
化
三
年
に
至
る
三
年
間
の
各
場
務
の
徴
収
額
の
最
高
数
を
基
準

額
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、

こ
れ
の
靖
損
に
よ
っ
て
税
務
官
吏
は
勤
務
評
定
を
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

(
遁
考
巻
十
四
。
征
商
)
。
各
場
務
の

徴
収
額
の
増
減
は

照
寧
三
年
九
月
。
:
J
i
-
-自
来
場
務
課
利
培
腐
。
並
自
本
州
保
明
。
三
司
立
定
新
額
。
始
牒
轄
運
使
。
令
本
慮
盤
解
。

:
:
:
・
:
(
遁
考
巻
十
四
。

征
商
)

と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
て
い
た
が
、

百六
桂
的
に
は
、

時
一
ぽ

丙
子
。
詔
。
龍
圃
閣
直
皐
土
楊
敗
。
於
三
司
。
取
天
下
凡
課
利
場
務
五
年
併
培
勝
者
。
限

一
月
。
別
立
新
額
。
時
場
〔
和
〕
歳
課
多

腐
。
惟
逐
時
科
校
主
典
。
而
三
司
移
不
篇
減
蓄
額
。
故
上
欲
特
行
之
。
(
長
編
巻
百
九
十
四
)

- 19-

の
如
く
で
あ
り
、
照
寧
年
聞
に
は
決
定
ま
で
に
手
間
ど
る
先
の
方
式
を
改
め
て
、
各
州
で
租
額
と
比
較
し
て
新
額
を
決
め
る
方
法
が
採
用
さ
れ

は
じ
め
た
。
た
だ
し
こ
れ
も
五
年
間
の
不
均
か
ら
割
り
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
(
長
編
舎
四
百
十
二
。
元
祐
三
年
六
月
己
亥
)
。
し
か
し
、

鮒
元
年
0

・;
:
:
:
臣
僚
上
言
。
祖
宗
奮
制
。
井
政
和
新
令
。
場
務
立
額
之
法
。
並
以
五
年
一
軍
縮
放
較
之
。
併
場
者。

取
中
数
。
併
酷
・者。

取

最
高
齢
凱
。
以
篇
新
額
0

・j
i
-
-近
諸
路
鶴
運
使
。
不
循
其
法
。
有
盆
無
損
。
・
:
:
:
:
(宋
史
巻
百
八
十
六
。
食
貨
志
)

と
い
う
例
が
示
す
よ
う
に
、
税
額
決
定
の
規
定
は
と
か
く
守
ら
れ
な
か
っ
た
。
税
額
の
多
寡
に
よ
っ
て
税
務
の
官
の
み
な
ら
ず
知
州
・

知
鯨
ま

で
が
賞
罰
に
開
係
し
、
羨
徐
を
上
供
す
れ
ば
別
に
恩
賞
を
授
け
ら
れ
る
と
あ
っ
て
は
、

徴
収
者
の
側
で
は
何
か
と
口
貨
を
つ
け
税
額
を
吊
上
げ

た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
次
頁
の
表
に
示
す
よ
う
に
税
額
は
年
々
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
い
た
。
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商
税
は
南
宋
に
入
っ
て
も
、

て
っ
と
り
ば
ゃ
い
現
銭
財
源
と
し
て
盆
々
重
視
さ
れ
、
北
宋
に
比
し
て
数
倍
も
徴
収
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
ズ
い
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北宋商 税放 '頒

，刀三=て.刀三コ、F; ，7三Jut ，刀三フ可 ，方""言p 

照治皇慶暦? 天景至年
寧卒事右 鷲徳道代

一一 手免
八八七九一八四四 額
五四八七 o0 五 O

賀高
五六六五四四 o0 、、----
至合食宋食宋 長楽全 至合食朱 長楽食宋

出十要貨史貨史編 十嬰貨史編全貨史
七食志巻志巻管集七食志巻空E集志巻
貨 百 百 二巻 貨 百二巻 百

自 八 八百二 自 八百二 八
十 十 十九十 十 十九十 十 典
五 ~ 四 五 」ー 四，、 ノ、 ノ、 ，、

〔第二表〕

る
。
す
で
に
北
宋
政
和
年
間
に
則
例
外
に
一
割
を
増
収
し
一
分
増
収
銭
と
呼
び
、

紹
興
二
年
に
は
州
鯨
の
収
税
の
緊
慢
を
量
度
し
て
、
三
割
若
し
く
は
五
割
の
税
額

の
精
添
が
な
さ
れ
た
(
通
考
管
十
四
。
征
商
)
。

一
般
に
南
宋
の
税
率
は
、
北
宋
に
比

し
て
著
し
く
高
い
が
、
商
税
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
分
散
史
料
を
あ
わ
せ

て
参
考
ま
で
に
南
宋
の
商
税
徴
集
額
の
一
端
(
左
の
表
)
を
の
ぞ

い
て
み
よ
う
。

こ
れ
で
み
れ
ば
府
州
城
の
税
額
の
著
し
い
増
大
に
比
し
て
、
豚
以
下
の
場
務
の

額
が
左
程
動
か
な
い
で
い
る
こ
と
は
、
注
意
す
べ
き
問
題
を
含
む
よ
う
で
あ
る
。

商
税
は
園
家
の
重
要
な
財
源
で
あ
る
と
い
っ
た
が
、
目
穴
睦
的
に
ど
う
い
う
用
途
に
、

ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
た
か
に
燭
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
北
采
時
代
の
徴
収
商
税
の

用
途
は
は
っ
き
り
し
た
史
料
が
少
い
た
め
良
く
剣
ら
ぬ
が
、
何
割
か
は
州
に
残
さ
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れ
て
、
州
腕
の
財
計
に
く
り
入
れ
ら
れ
、
見
銭
で
あ
っ
た
が
故
に
他
の
幾
割
か
は
、

初l
1'li 明 州 杭1ii 1免

武 定慈悲在 富 江古~1折都 務
滋税

名
康 海浜化域 陽 稲山江務

一 南
一 二五 五 四三八五 宋
七二一O /、 五六一五

税。六八八五 。0九O三
七 000七 。一六八一 額
七 000四 。七八一=
合 費 曾 成

出
要 慶 要 F早
食

四
食

臨
貨 貨
十 明 十 安

奥
八 d，tJz 弘、 八 志

合照

二一 一八 雲寧
六 ニ二O 七二二六二 貨十七十五
三六四九二二八九四一
四四七三二三 O九四七 年

七四四四O 四五二六三
八額

巌
州 越

州

在 漁三曹新除上諸薪者{I

税

城 調1界蛾昌挑 E草壁山務

~ 
ノ、

八 一一 一ームハ 三二 四五 二
八五二九四八八七二

七 0四八五七O一九五
五 八四五八六八四五六

巌 事E

州
泰

合
園 穏一

経 ，1也t、

七 一 四一三一九四八。二 九九九 六六 O六九
四 四 O三五 -0五 三一
五 O七六=七一八五六

税額比較表(車位寓貫)〔第三表〕



直
接
進
境
州
軍
に
、
途
ら
れ
て
、
軍
人
の
俸
料
に
あ
て
ら
れ
、
或
は
糧
草
を
纏
買
す
る
資
本
に
ま
わ
さ
れ
て
い
た
。

天
聖
五
年
二
月
。
京
西
轄
運
司
言
。
唐
汝
瞳
部
州
光
化
軍
。
月
収
諸
色
課
利
銭
。
除
留
州
支
遣
外
。
其
徐
自
来
並
入
香
薬
遁
。
赴
許
州
下
卸
。

鹿
副
以
北
州
軍
耀
買
線
餅
。
及
諸
般
支
用
。
:
・
:
:
:
(
曾
要
食
貨
四
十
二
)

特
に
険
西
地
方
の
税
務
の
収
税
銭
は
直
接
近
く
の
軍
馬
駐
屯
州
に
、
4

怠
納
す
る
方
針
が
た
て
ら
れ
、

そ
の
細
目
ま
で
が
き
め
ら
れ
て
い
た
(
曾
要

食
貨
四
十
一
了
白四
十
八
。
天
聖
六
年
正
月
)
。
す
で
に
北
宋
時
代
、

張
方
卒
の
統
計
で
も
剣
る
よ
う
に
商
税
は
酒
課
と
匹
敵
し
、

そ
れ
に
劃
す
る
依
存
度
も
高
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
(
楽
全
集
令
二
十
四
)
、

瞳
課
よ
り
多
く
、

政
府
と
し
て
も
重
要
な
財
源
と
し
て
、

北
宋
末
か
ら
は
一
割
増
税

さ
れ
、
そ
の
分
が
鰹
制
銭
に
く
り
入
れ
ら
れ
て
軍
事
費
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
(
経
・
総
制
銭
に
つ
い
て
は
曾
我
部
静
雄
氏
、
宋
代
財
政
史
参
照
)
。

商
税
の
経
制
銭
・
線
制
銭
へ
の
く
り
入
れ
は
最
初
は
一
分
増
税
の
分
だ
け
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
他
は
主
と
し
て
地
方
財
政
に
、
う
ち
何
割
か
が

椿
留
さ
れ
て
左
蔵
庫
に
納
入
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
一
三
年
三
月
十
四
日
。
南
湖
轄
運
副
使
王
環
等
言
。
本
路
利
源
。
唯
一
費
税
輿
買
撲
坊
場
謀
利
銭
。
所
収
最
多
。
近
令
逐
旋
起
襲
。
謄
副
車
駕

巡
幸
支
用
。
縁
逐
州
多
占
充
一
州
使
用
。
不
肯
椿
援
。
欲
乞
鯨
委
丞
簿
。
州
委
遜
判
。
毎
月
将
一
-一
分
収
到
銭
。
拘
収
赴
鹿
。
別
置
庫
暦
椿
管
。

類
粟
津
裂
。
赴
左
蔵
庫
、
途
納
。

-
j
i
-
-
従
之
。
(
合
要
食
貨
四
十
九
)
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慶
元
篠
法
事
類
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
に
税
務
の
書
類
作
製
の
要
領
を
か
か
げ
て
い
る
。

州
鯨
場
務
収
支
麻

起
置
際
頭
依
常
式

某
州、|

某
月
初
萱
日

本
州

税
務

収
若
干

経
制
銭
若
干

係
省
銭
若
干経
護制
赴銭
甚?若
虚干
護
ヨ"r，-、
孟夫
慮7

支
若
干

係
省
銭
若
干

封
椿
銭
若
干

雁
襲
名
依
此
開

517 

麿
筆
名
依
此
開
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そ
し
て
こ
れ
の
賓
際
的
運
用
の
有
様
は
賓
慶
四
明
志
巻
五
に
示
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
南
{
木
末
の
慶
元
府
(
寧
波
)
で
徴
収
さ
れ
た
商
税
は
、

次
表
の
よ
う
な
分
隷
則
例
で
運
用
さ
れ
て
い
た
。

〔第四表〕

費日産四明志によ る商税分紋日IJ例

F本4 諸「 旦良 p諸~本-、 E一骨骨

府司子 司府税
公銭 共共 銭

使2五 得得

一四貫 五四百
百百六 十十文貫
九 百 一八

十五文 賞貫
五 五回
文文 百百

曲ー一ー-ー・~ ~ ・・

--! 十 卜;
八一-
女文

、-圃・E・E・-、

提移経線 ~、精 ー「正
刑用制iIiIJ 七分三分 四一 一四六一、九分一分 銭一
司司
o 一ー- 二 分分銭銭 七
イ吏 貫貫
五八女 十十二四 六 十

百百 六六三十十十 六

五五五 貫貫貫七一九七貫
十十
文文文 百空十六五二六 百

五一七百百百百=

十士文九三 三九十
四三 十十十十一
文文 一九一一一

王女女王文
蹄蹄
線箪 錦繍叉蹄
iIiIJ期 事国係十総
司 本省分制

司 司

- 22-

こ
の
則
例
に
よ
っ
て
た
と
え
ば
都
豚
の
小
深
場
で
は
一
千
三
百
貫
の
税
銭
は
六
百
六
十
九
貫
徐
が
諸
司
に
(
更
に
こ
れ
は
経
線
制
三
百
九
貫

除
、
擢
本
三
百
五
十
八
貫
徐
に
分
れ
る
)
、
六
百
三
十
貫
蝕
が
本
府
に
分
隷
さ
れ
、
本
府
分
隷
の
う
ち
三
十
三
貫
絵
が
諸
司
合
得
頭
子
銭
と
し
て

控
除
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
(
質
問
脱
四
明
志
令
十
三
)
。
勿
論
こ
の
則
例
は
一
つ
の
め
や
す
で
、
衛
州
の
章
戯
場
で
は

一
歳
千
五
百
四
十
徐
婚
の
税

八
百
四
十
絵
絹
が
州
用
公
使
に
、
七
百
徐
紺
が
朝
廷
上
供
経
線
制
に
充
賞
さ
れ
て
い
た
し
(
合
要
食
貨
十
八
。
嘉
定
六
年
十
二
月
十
一
日
)
、

襲
陽
都
城
鎮
の
商
税
は
襲
陽
府
に

一
高
九
千
三
百
徐
貫
が
、
憲

・
漕
司

・
通
剣
聴
に
二
千
七
百
除
貫
が
迭
ら
れ
て
官
兵
支
遣
の
費
と
さ
れ
て
い

収
中
、

た
(
品
問
要
食
貨
十
八
。
立
制
定
九
年
二
月
十
二
日
)
。

と
ま
れ
南
宋
で
は

η
湖
州
上
供
の
襲
名
は
全
く
酒
税
に
か
り
て
い
る
o
H
H
H

州
軍
の
商
税
は
経
費

の
源
で
あ
る
ou
η
州
寧
の
財
計
は
民
租
を
除
く
ほ
か
全
く
商
税
に
よ
る
。
れ
川

(
す
べ
て
宋
合
要
食
貨
十
七
。
十
八
)
と
い
っ
た
表
現
が
な
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
園
家
財
政
上
商
税
の
占
め
る
位
置
が
極
め
て
た
か
か
っ
た
こ
と
、

い
い
か
え
れ
ば
園
家
が
商
業
に
依
存
し
、

そ
れ
を
主
た
る
収



奪
の
封
象
と
し
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
に
耐
え
る
だ
け
の
交
易
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

四

商
税
の
劃
象
に
つ

い
て

商
税
の
劃
象
と
な
る
物
品
は
、
宋
代
す
で
に
頗
る
贋
い
範
圏
に
わ
た
り
、
し
か
も
細
分
化
さ
凡
て
定
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
清
代

の
禽
奥
則
例
を
み
る
と
煩
雑
極
ま
り
な
い
規
定
が
存
し
、
個
々
の
税
場
で
劃
象
と
な
る
物
口
聞
と
税
率
が
明
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
栄
代
で
は

嘗
然
も
う
少
し
簡
単
ぞ
、
封
象
も
左
程
多
く
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
腕
一
種
に
し
て
も
、
腕
皮
・
肺
枝
・
蹴
種
・
肺
緯
・
腕
紗
な
ど
と

こ
ま
か
く
分
け
て
徴
税
さ
れ
て
い
た
事
が
知
ら
れ
る
か
ら
(
曾
要
食
貨
十
八
。
箆
元
六
年
三
月
二
十
四
日
)
、
商
買
の
交
易
を
目
的
と
す
る
物
貨
に
は
、

'

後
に
述
べ
る
蒐
税
口
間
以
外
に
は
、
殆
ん
ど
全
部
課
税
の
針
象
に
さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
個
々
の
物
貨
や
兎
税
口
聞
に
劃
し
て
は
加
藤
氏
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
し
、
特
に
克
税
ロ
聞
は
明
清
代
も
ぎ
し
て
出
変
動
は
な
か
っ
た
か
ら
そ
れ
に
つ
い
て
は
省
略
し
、
こ
こ
で
は
先
ず
若
干
問
題
の
あ
る

- 23ー

課
税
物
口
聞
に
劃
し
て
賓
言
を
費
し
て
み
よ
う
。

加
藤
氏
は
「
宋
代
に
は
商
買
の
所
持
す
る
縄
銭
に
は
課
税
し
な
か
っ
た
。
」
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
見
銭
に
-課
税
す
る
こ
と
は
、
直
接
貨
幣

の
流
遁
を
妨
げ
る
原
因
と
な
り
、
特
に
宋
初
全
園
的
な
、
通
貨
統
一
を
推
進
し
て
い
た
蛍
時
は
、
是
認
さ
れ
る
朕
況
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
し
か

し
太
宗
か
ら
員
宗
・
仁
宗
と
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
、
銅
銭
鋳
造
額
は
漸
増
し
、
貨
幣
流
通
は
ゆ
る
ぎ
な
い
地
歩
を
固
め
て
行
っ
た
。
員
宗
景

徳
年
聞
の
林
特
の
茶
法
改
革
な
ど
も
こ
う
し
た
欣
態
を
基
盤
に
し
た
も
の
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る

(
宮
崎
市
定
氏
。
五
代
宋
初
の
遁
貨
問
題
。
佐

伯
富
氏
。
宋
代
林
特
の
茶
法
改
革
に
つ
い
て
。
東
方
皐
第
十
七
輯
)
。
な
る
ほ
ど
仁
宗
天
聖
年
間
に
は

猷
六
年
十
二
月
二
十
一
日
。
臣
僚
上
言
。
有
乞
警
捜
陪
者
。
帝
目。

貨
泉
之
利
。
伴
其
流
布
。
而
税
及
之
。
矯
患
深
笑
。

要
食
貨
十
七
)

不
可
施
行
。

禽
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と
い
う
命
令
が
出
さ
れ
、
少
く
と
も
こ
の
時
に
は
見
銭
に
封
し
て
は
課
税
さ
れ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

費
元
二
年
七
月
二
十
二
日
。
知
華
州
説
舜
卿
言
。
伏
観
。
険
西
都
轄
運
司
。
持
轄
下
人
戸
夏
税
。
支
移
於
隔
泰
州
軍
倉
分
迭
納
。
董
路
盗
脚
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重
。
其
人
戸
。
多
持
見
銭
就
擢
斜
斗
迭
納
。
其
銭
文
矯
所
遇
収
税
。
乞
令
逐
府
毎
有
人
戸
。
勝
見
銭
了
納
税
物
。
令
本
属
宮
司
。
出
給
公
想
。

所
歴
商
税
務
。
特
輿
放
菟
。
従
之
。

戸
舎
要
食
貨
七
十
)

と
の
記
事
は
、
十
年
以
前
の
禁
令
が
必
ず
し
も
賞
行
さ
れ
て
い
な
い
事
を
物
語
る
。
上
納
の
租
税
に
劃
し
て
日課
税
す
る
と
い
う
の
は
、
無
茶
苦

茶
な
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
五
代
宋
初
に
は
そ
れ
は
必
ず
し
も
不
可
解
な
こ
と
で
は
な
か

っ
た
ら
し
い
。

て

〔

貝

〕

?

制
二
年
三
月
。
詔
。
具
州
民
所
職
税
物
。
先
鰹
商
税
院
収
葬
。
然
後
輪
官
。

甚
無
謂
也
。

宜
除
之
。
先
是
。
節
度
使
孟
元
詰
在
鎮
目
。
令
民

蛍
織
税
物
者
。
先
葬
規
其
徐
羨。

以
備
留
使
之
用
。
帝
聞
之
。
而
有
是
詔
。

(
合
要
食
貨
十
七
)

銅
銭
鋳
造
額
は
芙
宗
か
ら
紳
宗
に
か
け
て
著
し
く
増
大
し
て
い
る
が
、
此
の
吠
況
を
背
景
と
し
て
、
或
は
勅
令
に
よ
っ
て
-
認
可
さ
れ
た
も
の
で

は
な
か
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
が
、
銭
に
課
税
す
る
制
度
が
一
般
化
し
て
行
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
れ
は
圏
内
貿
易
で
は
な
い
が
銅
鎮
の
圏
外

流
通
を
述
べ
た
宋
史
食
貨
志
の
記
載
の
中
に
、

-
・・
市
自
照
寧
七
年
。
頒
行
新
勅
。
捌
去
蓄
篠
。
削
除
銭
禁
。
以
此
港
開
重
草
而
出
。
海
舶
飽
載
而
回
。
聞
治
過
州
軍
。
出
外
界
。
但
毎

貫
収
税
銭
而
己
。
:
:
;
:
(
宋
史
巻
百
八
十
〕
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と
あ
る
の
や
、

元
一
柘
年
聞
の
蘇
轄
の
奏
肢
に

・・・・五
穀
無
税
。
商
貰
必
大
遁
流
。
不
載
見
銭
。
必
有
国
貨
(
回
貨
と
は
穀
物
の
費
捌
金
で
求
め
た
物
貨
を
指
す
も
の
だ
ろ
う
)
。

皆
有
税
:
:
:
:
(
東
坂
奏
議
巻
十
二
。
乞
完
五
穀
カ
勝
税
銭
街
子
)

見
銭
回
貨
自

と
言
っ
て
い
る
の
を
み
る
と
、
神
宗
の
頃
に
は
む
し
ろ
現
銭
に
封
す
る
商
税
徴
収
が
普
通
で
あ
っ
た
か
の
感
を
受
け
る
。

こ
の
趨
勢
は
ず
っ
と

縮
く
が
南
宋
に
入
っ
て
禁
令
が
出
さ
れ
た
。

開

d
ハ牌
甲
子
。
・
:
:
:
詔
。
客
載
見
絹
往
来
し
者
。
除
去
仇
。
・
:

・
而
商
紘
一
服
易
。
少
有
載
見
縄
廻
者
。
不
唯
脚
乗
之
費
。
而
所
遇
場
務
。

例
皆
収
税
。
自
江
上
至
行
在
。
場
務
す
徐
。
及
往
諸
州
。
愈
準
愈
多
。

一
一
抽
収
。
所
徐
無
幾
。
::::・

(
建
炎
以
来
繋
年
要
録
巻
百
)

こ
れ
も
こ
の
時
ま
で
見
銭
が
課
税
の
封
象
に
な
っ
て
い
た
事
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
禁
令
も
幾
多
繁
遷
が
あ
る
ら
し
く
、
慶
元
係
法
事
類
に



よ
れ
ば
、
兎
税
地
分
と
課
税
地
分
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

諸
以
銭
或
金
銀
。
入
京
総
及
京
城
門
者
。
並
克
税
。
雄
官
匿
税
。
市
己
入
兎
税
地
分
者
。
不
許
告
。
其
因
事
護
露
者
。
止
収
倍
税
。
(
巻
三
十
六
)

加
藤
氏
が
ひ
か
れ
た
乾
道
年
聞
の
銅
銭
課
税
禁
令
も
果
し
て
賓
際
面
で
、
ど
れ
丈
行
わ
れ
た
か
は
か
な
り
疑
わ
し
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
明

清
時
代
は
貨
幣
に
商
税
を
課
す
る
こ
と
は
ま
ず
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
宋
代
も
或
は
公
式
に
徴
収
さ
れ
た
と
は
言
え
な
か
っ

た
に
せ
よ
、
樹
首
康
く
見
銭
が
課
税
の
封
象
に
さ
れ
て
い
た
事
は
興
味
あ
る
現
象
だ
と
思
わ
れ
る
。
な
お
附
言
す
れ
ば
、
南
宋
に
入
っ
て
流
、通

し
た
曾
子
は
法
令
上
か
ら
は
課
税
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
。

乾
道
四
年
五
月
五
日
。
勅
。
客
旗
輿
諸
色
人
。
賂
帯
曾
子
。
経
過
場
務
。

不
得
収
納
税
銭
。
亦
不
得
別
作
名
目
騒
擾
。
如
達
。
許
客
旗
越
訴
。

(
篠
法
事
類
舎
三
十
六
)

金
銀
に
劃
す
る
課
税
朕
況
や
税
率
は
、
加
藤
氏
も
詳
述
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
詳
し
く
は
鰯
れ
ぬ
が
、
こ
れ
も
決
し
て
全
圏
一
様
で
は
な
か
っ
た
。

例
え
ば
銀
乃
至
銀
器
に
つ
い
て
み
る
と
、
京
師
で
は
員
宗
景
徳
年
間
に
京
城
門
を
出
る
に
際
し
て
毎
南
四
十
文
の
税
銭
を
と
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
河
北
で
銀
に
課
税
す
る
こ
と
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
し
、
む
し
ろ
禁
止
の
方
向
に
む
か
つ
て
い
た
よ
う
に
看
取
さ
れ
る
。
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止
驚
陳
氏
自
:
:
・
:
:
景
徳
四
年
。
三
司
瞳
銭
商
税
按
奏
。
援
演
州
監
税
李
忠
恕
獄
。
準
係
。
銀
毎
南
税
銭
四
十
文
。
其
専
欄
等
。
却
稿
銀
元

来
不
納
税
銭
事
。
省
司
検
曾
景
徳
元
年
二
月
二
十
二
日
勅
令
。
時
前
銀
出
京
城
門
。
往
諸
路
州
軍
者
。
並
須
於
在
京
税
務
。
納
銭
毎
雨
四
十
文
。

不
降
指
揮
。
只
是
篠
貫
。
自
京
出
門
。
其
漬
州
税
務
。

元
不
収
税
。
合
依
久
例
。
不
得
創
収
。
(
遁
考
巻
十
四
。
征
荷
)

南
宋
に
な
っ
て
も
、
首
府
か
ら
金
銀
を
帯
出
す
る
時
に
は

一
貫
し
て
徴
税
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
(
舎
要
食
貨
十
八
。
鐙
元
六
年
五
月
七
日
)。

た
だ
前
記
慶
元
保
法
事
類
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
京
師
に
入
る
金
銀
に
は
兎
税
の
措
置
が
と
ら
れ
て
い
た
し
、

先
の
文
献
通
考
も
自
京
出
門
と

し
て
入
門
の
時
の
事
は
ふ
れ
て
い
な
い
臨
な
ど
か
ら
、
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
も
富
の
園
都
集
中
の
現
れ
の
一
端
が
み
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
し
か
し
必
ず
し
も
そ
れ
が
徹
底
し
た
も
の
で
な
か
っ
た
事
は

景
徳
三
年
二
月
。
詔
。
以
銀
出
入
。

並
毎
南
税
四
十
銭
。

521 

(
舎
要
職
官
二
十
七
)
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と
あ
る
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。
南
宋
に
至
っ
て
各
税
務
が
規
定
商
税
額
納
入
に
汲
々
と
し
、
線
ゆ
る
物
ロ
聞
に
課
税
し
は
じ
め
る
と
、
金
銀
な

ど
も
員
先
に
そ
の
針
象
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
の
他
問
題
が
あ
る
の
は
穀
物
で
あ
る
。
自
分
は
少
く
も
宋
一
代
を
通
じ
て
朝
廷
の
方
針
と
し
て
、
ま
た
公
式
の
法
令
と
し
て
は
、
米
穀
に

は
課
税
し
て
い
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
成
程
米
穀
は
兎
税
に
す
る
と
い
う
法
令
が
頻
出
さ
れ
、

そ
の
裏
に
課
税
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
窺
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
農
本
主
義
の
面
子
と
事
貨
と
の
衝
突
を
示
す
に
す
ぎ
な
い
。

一
世
何
故
そ
う
し
た
こ
と
が
起
る
か
と
い
え
ば
そ
の

主
因
は
、

附
二
十
六
年
五
月
十
一
日
。
臣
理
一言
。
商
税
近
年
以
来
。
朝
廷
節
次
行
下
。
放
兎
米
安
寂
豆
柴
一
新
耕
牛
力
勝
等
建
践
。
而
一
ゲ
町
民
比
率
一
即
時
秒

課
額
0

・
:
:
:
:
若
不
量
減
年
額
。
則
必
巧
作
名
目
重
飲
。

以
求
敷
数
。
(
晶
問
要
食
貨
十
七
)

の
通
り
で
あ
っ
た
。
税
額
を
脇
け
ば
罰
せ
ら
れ
、
増
せ
ば
賞
め
ら
れ
る
各
税
務
で
は
、

い
か
に
米
穀
は
蒐
税
だ
と
法
令
で
き
め
ら
れ
て
い
て
も
、
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背
に
腹
は
か
え
ら
れ
ず
、
種
々
の
名
目
を
た
て
、
結
果
的
に
米
穀
か
ら
も
商
税
を
徴
収
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
若
し

飢
簡
な
ど
が
起
る
と
、
米
穀
が
流
通
し
な
く
な
る
原
因
は
商
税
が
か
け
ら
れ
る
か
ら
だ
と
の
繋
が
起
り
、

米
穀
商
税
は
蒐
除
さ
れ
る
法
令
が
生

き
て
来
る
が
、
少
し
落
着
く
と
規
定
税
額
を
、つめ
る
た
め
に
名
目
を
つ
け
て
米
穀
に
課
税
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
の
が
貫
情
で
あ
っ
た
ら
し

ぃ
。
こ
の
ほ
か
商
税
の
劉
象
と
し
て
問
題
と
な
る
も
の
に
盟
茶
な
ど
の
専
頁
品
が
あ
る
が
、
紙
数
に
制
限
が
あ
る
の
で
こ
れ
に

つ
い
て
は
い
ず

れ
稿
を
改
め
て
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。

五

商
税
兎
除
を
め
ぐ
る
若
干
の
考
察

先
に
も
飾
れ
た
よ
う
に
、
商
税
は
あ
る
特
定
の
物
ロ
聞
に
は
原
則
と
し
て
克
税
の
昆
置
が
と
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
別
に
荷
税
が
全
面
的
に
兎

除
さ
れ
る
場
合
も
往
々
あ
っ
た
。
こ
れ
は
嘗
時
の
杜
曾
状
態
を
探
る

一
つ
の
手
懸
り
に
な
る
か
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
以
下
二
三
の
例
を
あ

げ
て
み
よ
う
。



ま
ず
第
一
に
荷
税
免
除
の
特
典
を
輿
え
ら
れ
て
い
た
も
の
に
H

回
易
μ
が
あ
る
(
吉
田
寅
氏
。
宋
代
の
回
易
に
つ
い
て
。
史
潮
五
十
二
)。
η
回
易
u

の
語
義
は
一
般
的
に
は
貿
易
と
略
々
近
い
が
、

五
代
か
ら
宋
に
か
け
て
は
も
う
少
し
特
殊
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
即
ち
H

げ
回
易
u
と
は
H
回

五
代
で
以
軍
関
、
宋
で
は
地
方
官
鹿
や
軍
政
府
|

|
換
言
す
れ
ば
嘗
時
の
公
的
機
関
ー
ー
が
公
金
を
運
輔
し
、
商
業
そ
の

他
に
よ
っ
て
利
殖
を
計
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
五
代
、
各
地
に
割
捺
し
た
軍
闘
が
濁
自
の
裁
量
で
行
う
、
管
利
事
業
に
劃
し
て
、
形
式
的
に
彼
等

聞
販
日
ア
の
略
で
、

を
支
配
し
て
い
た
各
王
朝
は
菟
税
の
特
権
を
輿
え
て
い
た
。

号
取
掴
丙
寅
。
五
代
藩
鎖
。
多
遣
要
。
往
言
。
回
圏
雲
。
所
遇
皇
室
。
既
多
財
。
則
務
潟
著
。
(
長
編
巻
十
八
)

こ
の
趨
勢
は
宋
初
も
績
き
、
西
北
二
迭
で
勢
力
を
持
つ
李
漢
超
・
郭
進
ら
の
軍
閥
集
圏
に
封
し
、
太
組
は

一
一
回
異
民
族
に
封
ず
る
藩
扉
の
意
味

も
含
め
彼
等
を
懐
柔
し
て
い
た
。

官
一
九
牌
庚
午
。
-j
i
-
-太
租
垂
意
将
帥
。
分
命
(
李
)
漢
超
及
(
郭
)
進
等
。
控
禦
西
北
O
i
--:
:所
部
州
願
。
莞
権
之
利
。
悉
輿
之
。

責
其
回
聞
貿
易
。
菟
所
、
過
征
税
0

・j
i
--(長
編
巻
十
七
。
同
様
記
事
は
長
編
巻
二
百
二
十
一
一。
黙
寧
四
年
夏
四
月
戊
寅
)
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宋
初
は
未
だ
軍
閥
の
こ
う
し
た
特
権
を
回
収
し
得
ず
、
こ
の
ほ
か
に
も
各
地
で
類
似
の
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
太
宗
の
時
代
に
な
っ
て
は

じ
め
て
こ
れ
を
禁
止
出
来
る
欣
態
に
達
し
た
。
そ
れ
は
ま
た
宋
朝
の
中
央
勢
力
が
漸
く
安
定
し
て
来
た
こ
と
を
も
物
語
る
。

(
制
唯
一
明
)
・
園
初
大
功
臣
数
十
人
。
猶
襲
警
風
。
太
組
患
之
。
未
能
止
絶
。
於
是
。
詔
。
中
外
臣
僚
。
自
今
不
得
因
乗
傍
出
入
。
膏

軽
貨
。
謹
厚
利
。
井
不
得
令
人
於
諸
慮
回
園
。
奥
民
守
利
。
有
不
如
詔
者
。
州
鯨
長
吏
。
以
名
奏
聞
。

五
代
軍
閥
の
行
っ
て
い
た
回
易
は
こ
う
し
て
姿
を
消
し
た
が
、
反
面
回
日
勿
は
新
し
い
プ
ロ
モ

ー
タ
ー
に
よ

っ
て
、
更
に
大
規
模
に
継
承
さ
れ
は

じ
め
る
。
そ
の
原
因
は
契
丹
・
西
夏
の
興
起
と
侵
入
に
外
な
ら
な
い
。
北
宋
は
大
盤
和
卒
策
を
維
持
し
た
が
、
常
に
西
・
北
迭
に
は
大
軍
が
駐

屯
し
、
そ
の
軍
事
費
捻
出
は
園
策
の
中
心
課
題
で
あ
り
、
北
宋
の
社
曾
・
経
済
・
政
治
は
こ
の
問
題
を
中
心
に
動
い
て
い
た
と
い
っ
て
も
過
言

で
な
い
程
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
仁
宗
の
は
じ
め
か
ら
、
険
西
・
河
東
・
河
北
の
軍
隊
が
主
役
と
な
っ
た
、
軍
事
費
調
達
を
目
的
と
す
る
営
利
事
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業
は
Hη

贈
軍
回
易
μ"
な
ど
の
名
の
下
に
康
く
行
わ
れ
た
。
H

回
易
u
に
よ
っ
て
捻
出
さ
れ
た
利
潤
は
主
に
軍
隊
の
宴
稿
費
に
ま
わ
さ
れ
(
そ
の
具
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程
的
分
析
は
予
法
の
河
南
先
生
文
集
巻
二
十
五
o
w
分
析
公
使
銭
紋
h
H

に
詳
し
い
)
、
運
用
の
賓
際
面
は
次
の
史
料
な
ど
か
ら
知
ら
れ
る
。
-

〔

郡

〕

〔

吊

〕

〔

差

〕

?

〔
略
〕
前
来
張
充
在
任
目
。
井
隣
近
州
軍
。
涯
州
鄭
散
。
慶
州
勝
宗
諒
。
将
銀
。
往
西
川
。
収
買
羅
布
。
及
買
上
京
交
紗
。
並
令
人
解
州
般
車
。

(
滑
州
)

計
三
庭
田
易
0

・:
:
:
・
粂
鎧
問
得
。
諸
慮
及
本
州
。
自
来
並
是
於
軍
資
庫
或
随
軍
庫
。
支
援
係
官
銭
。

作
本
田
易
0

・
:
:
・
:
(
前
掲
河
南
先

生
文
集
)

臣
等
ヒ
臨
;
川
町
h

西
陸
用
兵
以
来
。
治
法
所
費
銭
南
。
高
敷
浩
獄
。
官
司
屈
乏
。
未
能
充
用
。
・
:
・
臣
等
欲
乞
。
特
降
指
揮
。
下
邸
延
環

〔
除
〕

慶
荏
原
秦
鳳
路
経
略
〔
使
〕
司
。ァ
艇
ず
路
州
軍
所
管
銭
吊
。
並
許
選
差
廉
幹
使
臣
公
人
等
。
任
便
回
日
勿
。
其
収
到
利
銭
。
明
入
省
帳
収
附
。

:
:
:
(
務
仲
湾
政
府
奏
議
下

η
奏
乞
許
険
西
四
路
経
略
司
回
易
銭
白
巾
H
)

ゆ
紘
一
冗
時
一
己
卯
。
詔
麟
府
鈴
轄
貰
達
。
自
今
。
無
得
差
禁
軍
回
易
。
初
法
令
五
人
魚
一
保
。
給
銭
十
薦
。
及
回
易
五
十
日
。
出
息
銭
四
十
首
向
。

以
備
楠
軍
。
及
下
轄
運
司
健
量
。
以
昂
奮
例
如
此
。
即
無
私
入
。
故
戒
約
之
。
(
長
編
巻
百
八
十
三
)
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扱
う
物
貨
や
方
法
は
多
様
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
恐
ら
く
路
鈴
轄
や
経
略
司
を
単
位
と
し
て
、
そ
の
謹
明
書
の
出
さ
れ
た

η
回
日
ア
に
劃
し
て
政

府
は
商
税
を
菟
除
す
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

糊
七
年
三
月
二
十
二
日
。
険
一
凶
河
東
河
北
路
宣
撫
司
奏
。
嬢
環
由
民
路
経
略
司
申
。
検
命
回
崇
寧
二
年
四
月
十
一
日
産
原
路
経
略
安
撫
使
邪
恕
奏
。

先
乞
降
空
名
度
牒
二
千
道
。
充
本
路
撫
養
庫
支
用
。
於
在
京
及
諸
路
。
取
使
出
買
回
易
。
所
有
物
貨
。
乞
特
菟
沿
路
往
復
商
税
。
有
旨
。
依

奏
。
今
来
過
事
之
際
。
全
藷
回
易
収
息
。
臆
副
支
用
。
伏
乞
詳
酌
。
持
本
路
撫
養
庫
探
事
本
銭
。
往
諸
庭
回
易
。
其
易
買
物
貨
。
並
依
涯
原

(
曾
要
食
貨
十
七
)

睦
例
。
特
菟
治
路
往
復
商
税
。
従
之
。

南
宋
に
な
り
、
特
に
初
期
に
は
揚
子
江
治
岸
の
要
衝
に
軍
隊
が
駐
屯
し
、
軍
将
に
率
い
ら
れ
た
軍
事
集
圏
が
出
来
る
と
、
そ
の
軍
費
調
達
は

必
ず
し
も
政
府
の
み
に
依
存
し
た
わ
け
で
な
く
、
寧
事
集
圏
が
自
己
の
裁
量
で
特
権
を
行
使
し
、
北
宋
代
の
溢
境
一
帯
よ
り
更
に
大
規
模
な
回

易
を
行
い
は
じ
め
た
の
で
あ
っ
た
。
す
で
に
北
宋
牢
ば
か
ら
揚
子
江
中
下
流
一
帯
は
先
進
経
済
地
域
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
居
り
、
南
宋

に
入
っ
て
領
土
は
中
十
分
に
縮
少
し
た
と
は
じ
え
、
東
南
の
富
農
は
累
次
職
飢
を
受
け
つ
つ
も
、
と
に
か
く
重
賦
を
ま
か
な
い
得
た
の
で
あ
り
、



可-a、

流
通
経
済
面
に
於
て
も
飛
躍
的
護
展
を
な
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
軍
事
集
圏
は
こ
れ
を
基
盤
に
し
て
軍
費
調
達
を
計
っ
た
が
、
商
人
階
層

は
そ
う
し
た
軍
事
集
圏
と
密
接
に
結
托
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
の
利
盆
増
大
を
た
く
ら
ん
だ
。

ヨ

一日
乙
酉
0

・
:
:
:
:
酒
税
(
酒
聾
問
税
)
利
源
也
。
而
諸
終
侵
之
。
通
都
大
邑
。
活
躍
成
市
。
臣
鰻
成
載
。
旗
峨
縦
横
。
皆
以
軍
器
回
目
勿
矯

名
。
商
販
之
人
。
復
論
買
牌
歴
。
懐
其
聾
勢
。
有
司
不
能
制
也
。
:
:
:
:
(
建
炎
以
来
繋
年
要
録
巻
八
十
五
)

卒
和
が
回
復
し
て
も
、
南
宋
の
圏
家
財
政
は
常
に
窮
迫
を
告
げ
て
居
り
、
地
方
の
軍
隊
は
そ
の
軍
事
費
の
不
足
分
を
自
己
の
濁
立
採
算
で
補
う

り
贈
軍
国
易
μ

な
ど
が
そ
の
具
値
策
な
の
で
あ
る
。
回
易
は
吉
田
氏
も
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
流
通
経
済
圏

必
要
が
あ
っ
た
。

が
飛
躍
的
に
護
達
し
た
時
勢
に
際
し
て
、
外
民
族
侵
入
と
い
う
特
殊
目
的
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
、
な
る
ほ
ど
一
雁
は
政
府
の
中
央
集
権
の
方

針
と
背
馳
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
更
に
大
崎
氏
も
税
務
の
濫
置
と
地
方
に
於
け
る
濁
自
の
税
額
決
定
を
中
央
集
権
制
の
弛
緩
と
結
び
九
け
て
述

そ
れ
は
形
式
的
に
は
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ぐ
ら
い
の
こ
と
で
、
五
代
の
‘
時
の
よ
う
に
地
方
が

η
贈
軍
酒
庫
μ
H

べ
ら
れ
て
い
る
(
各
前
掲
論
文
)
。

た
や
す
く
分
裂
し
に
く
い
拭
況
が
、
嘗
時
確
立
し
て
い
た
貼
に
注
目
す
る
方
が
、

し
か
し
、

よ
り
重
要
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
換
言
す
れ
ば
北
宋
中
期

m

以
後
は
経
済
的
に
全
闘
が
密
接
に
結
び
つ
け
ら
れ
、
大
き
な
経
済
圏
が
三
つ
位
1

1
華
北
・
江
南
・
四
川
|
|
成
立
し
、
少
し
ば
か
り
の
質
化

，
一

で
は
揺
ぎ
も
し
な
い
扶
態
に
た
ち
至
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
南
宋
に
入
っ
て
滋
北
は
異
民
族
に
占
嬢
さ
れ
た
と
は
い
え
、
江
南
と
賓
の
二

大
経
済
圏
が
長
江
に
よ
っ
て
結
び
つ
き
、
南
宋
園
家
を
支
え
て
い
た
。
成
程
地
方
軍
閥
集
園
は
あ
る
程
度
割
援
し
て
い
て
も
、
五
代
の
そ
れ
と

は
根
本
的
に
性
質
を
異
に
し
て
い
る
。
軍
閥
集
圏
は
個
々
で
は
経
済
的
に
如
何
と
も
な
し
が
た
い
。
換
言
す
れ
ば
す
で
に
流
通
経
済
は
か
な
り

高
度
な
段
階
に
達
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
全
園
が
結
び
つ
い
た
た
め
、
個
々
の
現
象
面
で
は
必
ず
し
も
強
固
な
中
央
集
権
で
は
な
く
と
も
、
中
央

政
府
の
政
治
力
の
強
弱
が
昔
ほ
ど
地
方
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
南
宋
に
至
っ
て
興
起
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に

よ
る
漢
民
族
の
圏
結
と
い
う
精
神
的
紐
帯
を
割
引
し
て
も
、
そ
れ
は
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
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少
し
横
道
に
そ
れ
て
し
ま
っ
た
。
商
税
免
除
の
特
権
の
輿
え
ら
れ
た
第
二
は
綱
運
の
物
貨
に
劃
し
て
で
あ
る
。
{
木
以
後
の
漕
運
の
重
要
性
は

エ
キ

賓
言
を
要
す
ま
い
。
漕
運
は
か
な
り
の
重
役
で
あ
り
、
船
園
管
理
の
官
や
役
人
に
特
典
を
輿
え
て
や
る
必
要
が
あ
っ
た
。
宋
初
は
し
か
し
、
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開
費
三
年
九
月
。
詔
臼
。
成
都
府
銭
鳥
盟
貨
綱
運
。
訪
開
。
押
綱
使
臣
井
障
船
人
兵
。
多
冒
帯
物
貨
私
盤
。
及
影
庇
販
君
。
所
遇
不
験
税
算
。

自
今
四
川
等
鹿
水
陸
綱
運
。
毎
綱
具
官
物
鍛
目
。
給
引
。
付
主
吏。

沿
路
験
認。

如
有
引
外
之
物
。
悉
波
官
。
(
舎
要
食
貨
四
十
六
)

と
綱
船
に
私
物
を
載
せ
る
こ
と
が
許
さ
れ
ず
、
の
ち
に
事
質
上
載
せ
る
こ
と
を
認
め
た
ら
し
い
が
、
商
税
は
徴
収
し
て

い
た
。
だ
が
、

九
日
制

四
月
。
江
准
護
運
使
杢
宣
言
。
糧
綱
舟
卒
。
随
行
少
有
物
貨
。
経
歴
州
牒
。
悉
収
税
算
。
望
輿
錨
兎
。
従
之
。

と
い
っ
た
経
緯
を
へ
て
、
間
も
な
く
運
搬
量
の
二
割
の
私
物
を
の
せ
る
事
が
公
式
に
定
め
ら
れ、

(品
問
要
食
貨
十
七
)

一
時
的
繁
化
は
あ
っ
た
が
、
北
宋
末
か
ら
南

宋
初
に
は
大
雄
こ
れ
が
賓
施
さ
れ
て
い
た
。

時
一
一
ん

十
八
日
。
護
運
司
梁
楊
租
言
。
:
:
:
契
勘
護
運
司
見
行
線
網
船
例
。
皆
四
五
百
料
以
来
。
於
法
許
載
二
分
私
物
。

一二
。
四
十
七
)

(合
要
食
貨
四
十

こ
の
綱
運
の
私
物
は
克
税
と
さ
れ
、
私
物
は
時
に
一一
一
割
ま
で
増
加
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

鮒
二
十
八
年
七
塁
百
0

・
・

露

。
江
西
米
運
。
葬

有

五

。

欲
望
。
許
召
募
土
豪
及
子
本
客
人
。
装

霊

安

蓄
例
上
。
更
許
搭
載

一

分
私
載
。
於
装
渡
米
慮
。
出
給
所
附
行
貨
長
引
。
井
批
上
行
程
赤
暦
。
活
路
輿
兎
商
税
。
:
:
:
(
合
要
食
貨
四
十
四
。
こ
れ
は
許
可
さ
れ
て
い
る
)
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第
三
に
は
官
僚

・
戚
塁

・
寺
観
な
ど
が
特
別
に
商
税
を
菟
除
さ
れ
る
例
が
あ
る
。
儒
教
理
念
か
ら
み
れ
ば
士
大
夫
が
商
業
行
震
に
関
係
す
る
こ

と
は
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
表
向
は
官
員
は
自
ら
商
業
を
行
つ
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
多
く
の
特
権
を
有
し
て
い
た
彼
等
は
、
他

人
の
名
義
を
使
い
、
資
本
を
投
下
し
、
家
僅

・
食
客
・
兵
士
な
ど
を
使
っ
て
商
業
に
積
極
的
な
投
資
を
行
っ
て
い
た

秦
州
の
富
人
李
盆
は
酒
務
官
で
あ
り
乍
ら
高
利
貸
に
徐
念
な
く
(
太
宗
笈
録
巻
四
十

一
薙
黙
四
年
五
月
丁
丑
)、
魯
園
公

(宮
崎
市
定
氏
。

宋
代
の
士

風
。
史
祭
雑
誌
六
十
二
の
二
)
。

主
の
夫
柴
宗
慶
は
夫
婦
と
も
ど
も
金
儲
け
に
熱
心
で
あ
り
(
朱
合
要
刑
法
一
一
。
大
中
称
符
二
年
七
月
十
六
日
)
、
更
に
は

刊

誌

壬

成

。
御
史
察
確
一
言
。
開
京
東
河
北
路
提
間
帯
一
盟
税
王
伯
職
。
於
所
部
。
商
販
逐
利
。
奏
事
赴
闘
。
及
出
巡
至
近
後
。
販
京
東
河
北
用
。

入
京
師
。
復
以
京
師
吊
。
貰
演
様
開
。
往
往
興
本
部
公
人
秤
子
交
市
。
家
有
数
機
。
更
自
織
造
・
j
i
--
(長
編
俳句
二
百
四
十
七
)

と
い
っ
た
例
も
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
史
料
面
に
あ
ら
わ
れ
る
の
は
氷
山
の

一
角
で
あ
り
、
大
官
に
な
れ
ば
な
る
程
富
商
と
結
び
つ
き
裏
に
ま



わ
っ
て
利
盆
を
貧
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
官
員
は
奉
使
の
名
を
借
り
、
官
船
に
便
乗
し
、
或
は
特
旨
を
も
っ
て
商
税
兎
除
を
規
圃
し
た

の
で
あ
る
。
法
令
的
に
は
、
元
豊
の
新
法
黛
時
代
に
は
官
員
の
所
持
品
も
課
税
の
封
象
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
元
符
の
令
で
は
品
官

供
家
服
用
の
物
は
兎
税
に
さ
れ
た
。
そ
し
て
宣
和
に
至
っ
て
ま
た
課
税
さ
れ
る
に
至
っ
た
が
、
文
献
、通
考
は
そ
の
推
移
を
次
の
よ
う
に
説
明
し

て
い
る
。

宣
和
二
年
。
宮
観
寺
院
臣
僚
之
家
。
篤
商
販
者
。
令
開
津
捜
開
。
如
元
豊
法
職
税
。
歳
帥
秒
以
次
数
報
轄
運
司
叢
旨
。
初
元
符
令
。
品
官
供
家

服
用
之
物
兎
税
。
至
建
中
靖
園
初
。
馬
牛
蛇
牒
壇
。
己
不
入
服
用
之
例
。
而
比
年
臣
僚
管
私
謀
利
者
衆
。
宮
観
寺
院
。
多
有
蒐
税
専
降
之
旨
。

皆
以
船
腹
貰
販
。
州
無
執
何
之
者
。
故
有
是
詔
。

(
巻
十
四
。
征
商
)

た
だ
こ
う
し
た
施
策
も
ど
の
程
度
持
績
し
た
か
は
怪
し
く
、
南
宋
に
入
る
と
再
び
元
符
の
令
が
有
効
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
慶
元
牒
法
事
類
な

ど
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。
官
司
が
営
繕
や
回
易
を
名
と
す
る
兎
税
置
を
濫
震
し
す
ぎ
る
の
で
、
こ
う
し
た
事
は
一
切
認
め
ぬ
と
い
う
大
英
断

も
下
さ
れ
て
い
る
、
が
(
舎
要
食
貨
十
七
。
紹
興
十
三
年
二
月
十
一
日
)
、
い
つ
の
間
に
か
も
と
の
木
阿
稲
川
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

サ
キ
一
一

僻
十
四
年
八
月
十
三
日
。
:
:
:
:
・
郷
者
。
罷
諮
軍
回
目
勿
。
故
州
軍
得
収
木
筏
之
税
。
以
寛
民
力
。
自
己
復
創
戸
部
給
歴
之
説
。
而
諸
軍
装
護

排
筏
。
皆
執
戸
部
歴
頭
。
以
菟
商
税
。
滋
藷
私
版
。
毎
得
一
歴
。
闘
鶏
数
歳
循
環
之
用
。
:
:
:
・
:
其
戸
部
所
給
歴
頭
。
今
操
戸
部
供
稿
。
係

承
特
旨
方
輿
出
給
。
・
:
:
:
:
(
舎
要
食
貨
十
八
)

特
権
を
持
つ
士
大
夫
に
劃
し
て
商
人
は
極
力
接
近
を
計
っ
て
思
惑
に
あ
ず
か
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
次
に
あ
げ
る
宋
曾
要
の
記
事
が
如
賓
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に
語
っ
て
い
る
。

時
五
年
八
月
一
目
。
:
:
:
:
今
治
江
場
務
。
所
至
帯
保
。
較
之
往
年
。
所
収
十
不
及
四
五
。
推
原
其
係
。
皆
土
大
夫
之
貧
贈
者
篤
之

o
E鰻

西
下
。
舶
艦
相
街
。
掴
載
客
貨
。
安
然
如
山
。
問
之
則
無
非
士
大
夫
之
舟
也
。
或
白
地
〔
他
〕
?
所
揖
載
。
至
要
門
易
舟
。
某
月
某
臼
有
某
入

、
出
萄
。
商
肱
探
伺
。
争
鴛
奔
趨
。
お
土
大
夫
者
。
従
而
要
索
重
債
。

一
舟
所
獲
幾
数
千
緒
。
鰹
篠
場
務
。
曲
篤
覆
護
兎
税
0

・
:
:
:
:
往
時
不

遇
萄
人
之
赴
奉
者
篤
之
。
既
而
萄
土
之
辞
宜
江
湖
。
召
赴
中
都
者
。
或
未
兎
循
習
。
其
後
東
南
士
大
夫
之
仕
子
局
者
。
蹄
途
亦
多
数
之
0

・

.-31-
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-
(
品
問
要
食
貨
十
八
)

な
お
こ
の
ほ
か
に
外
園
入
貢
使
節
の
所
持

・
収
買
物
貨
や
、
沿
法
へ
の
入
中
穀
草
、
更
に
は
権
貨
務
に
納
入
す
る
金
銀
布
高
な
ど
に
劃
し
て

は
蒐
税
の
庭
置
が
と
ら
れ
て
い
た
が
、
長
く
な
る
か
ら
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
別
の
面
か
ら
考
究
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

お

わ

り

宋
代
を
そ
れ
以
前
の
時
代
と
比
較
し
た
時
、
特
に
商
業
を
中
心
と
し
た
分
野
に
於
け
る
全
く
異
っ
た
様
相
が
大
き
な
特
長
と
し
て
浮
び
あ
が

っ
て
来
る
。
全
圏
的
な
内
地
開
税
網
が
く
ま
な
く
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
、
、
通
行
税
乃
至
入
市
税
が
徴
収
さ
れ
た
こ
と
は
、
部
分
的
に
は
こ
う
し
た

制
度
が
そ
れ
ま
で
も
各
地
で
断
片
的
に
行
わ
れ
て
い
た
に
せ
よ
、
此
の
時
代
に
至
つ
て
は
じ
め
て
確
立
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
明
清
の
内
地

関
税
制
度
は
こ
れ
を
縫
承
し
、
更
に
制
度
的
に
整
備
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
北
宋
代
す
で
に
全
園
の
税
場
数
は
二
千
の
多
ぎ
に
達
し
た
。
関
税
の
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設
置
は
皐
純
に
考
え
れ
ば
商
買
の
動
き
を
に
ぶ
く
し
、
商
品
の
流
通
を
阻
滞
す
る
筈
で
あ
る
。
し
か
し
物
貨
は
依
然
と
し
て
流
、通
し
た
。
勿
論

商
人
に
劃
し
て
は
税
制

・
役
法
の
上
で
種
々
特
権
が
輿
え
ら
れ
た
が
故
に
、
商
税
が
そ
れ
に
代
る
賦
課
で
あ
っ
た
と
も
み
ら
れ
よ
う
。
だ
が
全

園
的
か
つ
永
績
的
に
こ
ん
な
に
多
数
の
税
場
が
設
け
ら
れ
、
毎
年
定
額
の
税
金
を
し
か
も
現
銭
で
徴
収
し
得
た
と
い
う
こ
と
、

そ
し
て
そ
れ
が

官
件
費
盆
金
と
な
ら
ん
で
、
或
は
そ
れ
以
上
に
園
家
財
政
の
重
要
な
支
柱
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
宋
以
後
の
園
家
・
祉
禽
を
考
え
る
上
に
閑
却

し
て
は
な
ら
ぬ
問
題
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
代
の
活
畿
な
商
品
の
流
通
は
公
式
上
は
唐
ま
で
に
枇
舎
の
内
部
で
つ
み
重
ね
ら
れ
て
い
た
生
産
力
の

増
加
が
一
躍
表
面
に
お
ど
り
出
た
結
果
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
宋
以
後
の
時
代
を
よ
り
良
く
理
解
す
る
た
め
に
は
何
が
宋
代
の
か
く
も
康
汎
な

商
品
流
通
、
商
人
階
級
の
拾
頭
を
可
能
に
し
た
か
と
い
う
課
題
に
射
す
る
巾
賢
い
賓
霊
的
な
追
求
が
更
に
お
し
す
す
め
ら
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。

た
だ
商
品
流
通

・
貨
幣
鰹
慣
の
浸
透
を
あ
ま
り
に
過
大
評
債
し
て
は
な
ら
な
い
。
農
村
内
部
に
も
盛
ん
に
市
鎮
が
護
達
し
、
州
牒
城
も
商
業
都

落
差
は
想
像
以
上
に
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

市
と
し
て
面
目
を
一
新
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
宋
代
で
は
|
|
或
は
宋
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
|
|
都
市
と
農
村
と
の

H

リ
京
城
資
産
百
首
向
者
至
多
。
十
高
而
上
。
比
比
皆
是
然
。
u

と
い
う
朕
態
、



更
北
東
京
夢
華
録
や
夢
梁
録
に
み
ら
れ
る
京
師
の
繁
祭
は
む
し
ろ
特
異
例
じ
属
し
、
商
業
交
易
は
大
都
市
聞
を
贋
く
結
び
あ
い
は
し
た
が
、
農

村
の
内
部
に
は
ま
だ
ま
だ
浸
透
し
な
か
っ
た
。
王
安
石
が
募
役

・
青
苗
の
新
法
を
賞
施
し
た
根
底
に
は
、
嘗
時
に
於
け
る
銅
銭
の
豊
富
な
出
ま

わ
り
を
ふ
ま
え
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
に
も
拘
ら
ず
、
農
村
で
は
銭
を
出
す
の
に
汲
々
た
る
有
様
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
反
針
葉
の
誇

張
を
割
引
し
で
も
必
ず
し
も
嘘
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
農
村
の
収
奪
に
よ
っ
て
著
し
く
繁
築
し
、
都
市
に
住
む
士
大
夫
階
級
が
豊
か
な
物
貨
の

恩
恵
に
よ
く
し
て
高
度
な
文
化
を
創
造
し
て
ゆ
く
。
宋
以
後
は
都
市
に
住
む
も
の
と
郷
村
に
住
む
も
の
の
聞
に
は
税
制
・
役
法
な
ど
の
面
で
多

く
の
差
が
存
在
し
た
の
で
あ
っ
た
。
商
税
制
度
は
主
と
し
て

η
客
商
μ"
を
封
象
に
し
て
設
置
さ
れ
た
制
度
と
は
い
え
、
客
商
の
あ
る
者
は
域
内

に
庚
大
な
邸
を
持
っ
て
資
本
を
運
轄
し
て
い
た
に
相
違
な
い
。
宋
と
そ
れ
以
前
の
時
代
の
性
格
と
い
う
も
の
は
商
税
制
度
を
通
し
て
も
そ
の

一

端
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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Supplemental Study in the System of Taxes 

on Merchants in the Sung宋 Dynasty

Kaoru Umehara 

The late Dr. Shigeshi Kato has already described in outline the system 

of taxes on metchants in the Sung dynasty， but the details of the system 

remain unclear. The author has here attempted to discover the details 

by investigating some of the aspects of the system: the organization of 

the tax.collecting posts (shui-wu税務)， the routes of tax-collecting， the 

relation between the amount of the taxes and the revenue of the dynasty， 

some di侃cultiescaused by tax-collecting， and the taxes on special goods. 

Through the above method， he concludes that in the Sung dynasty 

goods were circulated all through. the country by the merchants. The 

prosperity of K'ai-feng開封 orHang-chou杭州 wasbrought about by the 

development of these merchants' business. The funds collected' from the 

訪問ωuestablished throughout the country began to occupy an important 

part of the dynasty's revenue from the Sung dynasty. The importance 

which commercial business had in the dynasty is recognized from the tax-

system for the merchants. Nevertheless， we must not over-estimate the 

volume of such business， since it was found only in the cities and not in 

the rural districts. 

The Fiscal ，Policy of the (Abbasid State 

Makoto Shimizu 

Analysing the finances of the (Abbasid State from the socio-economic 

standpoint， the author probes the relationship between the State and the 

newly-rising middle class. The (Abbasid State， moving from the period 

of establishment to one of stability， gained control of the grain of the 

Saw亙d，(付thereplacement of the miお!泊s亘功争αby the muq伊asamαsy戸st匂ema抗t 

the end of the reign 0ぱfal 

the State， and to restrain the merchants from seizing intermediate profits 
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